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お願い
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本書は、IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 (プログラム番号 5724-T07)、および新しい版で明記さ
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本書について

このインストール・ガイドには、IBM Rational Developer for System z バージョン
7.1 のインストールおよびアンインストールを行うための手順が記載されています。

本書では以下の作業について説明します。

v インストールの準備

v Developer for System z のインストール

v 必要なワークステーション・ソフトウェアおよびオプションのワークステーショ
ン・ソフトウェアのインストール

v System z™ サーバー・ツールのインストール

v インストールにおける既知の問題および制限事項の理解

本書では、これ以降、以下の名前が使用されます。

v IBM Rational Developer for System z は Developer for System z と呼ばれます

v IBM Rational Developer for System z Common Access Repository Manager は、
Common Access Repository Manager と呼ばれ、CARMA と省略される場合もあり
ます

注: 本書に記載されている構成情報は、IBM Rational Developer for System z バー
ジョン 7.1 のものです。

本書の対象読者
本書は、ワークステーションで IBM Rational Developer for System z バージョン
7.1 クライアントをインストールおよび構成するプログラマーを対象としています。
本書を使用するには、Windows® オペレーティング・システムに精通している必要
があります。
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IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 インス
トール・ガイド

Developer for System z についての詳細情報の入手先
このファイルには、Developer for System z の使用についての情報は含まれていませ
ん。詳細については、オンライン・ヘルプを参照してください。

製品の問題および制限事項の詳細については、IBM Rational Developer for System z

および IBM® Rational® Application Developer インストール CD 1 の Documents¥ja

ディレクトリーにある readme.html ファイルを参照してください。

更新された資料およびトラブルシューティング情報については、Developer for

System z Web サイトの「Library」ページ (http://www-306.ibm.com/software/

awdtools/devzseries/library) を参照してください。

Developer for System z の概要
Developer for System z には、ホスト・コンポーネントとワークステーション・クラ
イアント・コンポーネントがあります。ホスト・コンポーネントは一般にその設置
場所のシステム・プログラマーによってインストールされ、アプリケーション・プ
ログラマーに対して透過的です。本書ではこれ以降、ホスト・コンポーネントが特
に呼び出されない限り、Developer for System z という用語は、ツールのワークステ
ーション・コンポーネント (Eclipse プラットフォームで稼働するグラフィカル・ユ
ーザー・インターフェース) のことを指します。

Developer for System z は、Rational Application Developer オファリングを拡張する
一揃いの開発ツールです。このオファリング自体は Eclipse プラットフォーム
(www.eclipse.org) で作成されています。 Eclipse プラットフォームはフレームワー
クおよびインフラストラクチャー・プロバイダーとお考えください。また、Rational

Application Developer および Developer for System z はツール・コントリビュータ
ーとお考えください。

IBM Installation Manager
IBM Installation Manager は、IBM Rational Application Developer および Developer

for System z 製品パッケージをワークステーションにインストールするプログラム
です。また、インストールしたこれらのパッケージや他のパッケージを更新、変
更、およびアンインストールします。パッケージとは、Installation Manager を使用
してインストールするように設計されている製品、コンポーネント・グループ、ま
たは単一のコンポーネントです。

Developer for System z をワークステーションにインストールするためにどのような
インストール方式に従う場合でも、Installation Manager を使用してパッケージをイ
ンストールします。インストール・ウィザードも用意されています。このウィザー
ドを使用して、Developer for System z をインストールする前に必要なすべてのセッ

© Copyright IBM Corp. 2000, 2007 1



トアップ・タスクを実行できます。セットアップ・タスクが完了して、Developer

for System z をインストールする準備ができたら、Installation Wizard がユーザーの
代わりに Installation Manager を起動します。

Installation Manager は、時間を節約するための数多くのフィーチャーを提供するイ
ンストール管理ツールです。コンピューターで製品パッケージのインストール、更
新、変更、およびアンインストールを行うのに役立ちます。インストールしようと
しているパッケージ、さらにすでにインストールされているパッケージ、およびイ
ンストール可能なパッケージを追跡します。最新バージョンのパッケージをインス
トールしようとしていることがわかるように、更新を検索します。また、インスト
ールするパッケージのライセンス管理や、パッケージの更新および変更を行うため
のツールも備えています。

Installation Manager には、パッケージの保守を、そのライフ・サイクルを通じて容
易にするための 6 つのウィザードがあります。

v 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードは、インストール・
プロセスを順を追ってガイドします。単にデフォルトを受け入れてパッケージを
インストールするか、デフォルト設定を変更してカスタム・インストールを行う
ことができます。インストール前に、ウィザードを通じて選択した項目の完全な
概要が示されます。ウィザードを使用すると、1 つ以上のパッケージを一度にイ
ンストールすることができます。

v 「パッケージの更新」ウィザードは、インストールされているパッケージに対す
る使用可能な更新を検索します。更新は製品の、リリースされた修正、新規フィ
ーチャー、または新規バージョンのいずれかです。更新の内容の詳細が、ウィザ
ードで示されます。更新を適用するかどうかを選択できます。

v 「パッケージの変更」ウィザードは、すでにインストールされているパッケージ
の特定エレメントを変更します。パッケージの初回インストール時に、インスト
ールするフィーチャーを選択します。後で他のフィーチャーが必要になった場合
は、「パッケージの変更 (modify packages)」ウィザードを使用して、パッケージ
に追加することができます。また、フィーチャーを除去したり、言語を追加また
は除去することもできます。

v 「パッケージのロールバック」ウィザードを使用して、インストールされている
製品の更新をアンインストールして、その製品の前のバージョンに戻すことがで
きます。

v 「ライセンスの管理」ウィザードは、パッケージのライセンスのセットアップに
役立ちます。試用版ライセンスをフル・ライセンスに変更したり、フローティン
グ・ライセンス用にサーバーをセットアップしたり、パッケージごとに使用する
ライセンスのタイプを選択したりするには、このウィザードを使用します。

v 「パッケージのアンインストール」ウィザードは、コンピューターからパッケー
ジを除去します。複数のパッケージを一度にアンインストールすることができま
す。

クライアント・インストール要件
インストールを行う前に、以下の要件に対応する必要があります。

v メディア要件への対応

v ハードウェア要件およびソフトウェア要件への対応
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メディア要件への対応
ワークステーションへ Developer for System z をインストールするには、以下のい
ずれかのメディアにアクセスする必要があります。

v 以下の Developer for System z インストール CD

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 1

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 2

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 3

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 4

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 5

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 6

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 7

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 8

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 9

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 10

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 11

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 12

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 13

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 14

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 15

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 16

– IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer 製品アクティベーション・キット CD

v IBM Rational Developer for System z 電子イメージ

Developer for System z イメージを Passport Advantage® からダウンロードして展
開すると、以下の Developer for System z インストール用ディレクトリーがワー
クステーションに作成されます。

– DISK1

IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 インストール・ガイド 3



– DISK2

– DISK3

– DISK4

– DISK5

– DISK6

– DISK7

– DISK8

– DISK9

– DISK10

– DISK11

– DISK12

– DISK13

– DISK14

– DISK15

– DISK16

– RDz-RAD-License

必要な System z サーバー・ツールを System z ホストへインストールするには、以
下のいずれかのメディアを利用する必要があります。

v IBM Rational Developer for System z:

– IBM Rational Developer for System z サーバー・ツール CD

v IBM Rational Developer for System z 電子イメージ

Developer for System z イメージを Passport Advantage からダウンロードして展
開すると、以下のディレクトリーが、必要なソフトウェアを System z ホストに
インストールするために使用されます。

– サーバー・ツール

必要な System z サーバー・ツールのインストールについて詳しくは、「IBM

Rational Developer for System z ホスト・プランニング・ガイド」
(GI88-4131-00)、「Program Directory for IBM Rational Developer for System

z」(GI11-8298-00)、および「IBM Rational Developer for System z Host

Configuration Guide」(SC31-6930) を参照してください。

以降の CD に関する説明を、電子イメージ・ディレクトリーに置き換えて解釈でき
ます。各 CD とディレクトリーの対応表を以下に示します。

表 1.

CD 名 電子イメージ・
ディレクトリー
名

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 1

DISK1

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 2

DISK2

4 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



表 1. (続き)

CD 名 電子イメージ・
ディレクトリー
名

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 3

DISK3

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 4

DISK4

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 5

DISK5

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 6

DISK6

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 7

DISK7

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 8

DISK8

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 9

DISK9

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 10

DISK10

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 11

DISK11

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 12

DISK12

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 13

DISK13

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 14

DISK14

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 15

DISK15

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 16

DISK16

IBM Rational Developer for System z サーバー・ツール CD ServerTools

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer 製品アクティベーション・キット CD

RDz-RAD-

License

ハードウェア要件およびソフトウェア要件への対応
以下の Developer for System z に関するハードウェア要件とソフトウェア要件は、
「IBM Rational Developer for System z の前提条件」にも記載されています。この資
料のコピーは、IBM Rational Developer for System z および IBM Rational

Application Developer インストール CD 1 のルート・ディレクトリーにあります。

注: インストールを実行できるかどうかは、ユーザー許可によって決まります。こ
の製品をワークステーションにインストールするには、管理者権限が必要で
す。
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IBM Rational Developer for System z のクライアント前提条件
IBM Rational Developer for System z (Developer for System z) は、大規模ビジネ
ス・アプリケーションを作成するユーザーをサポートするためのライセンス・プロ
グラムです。

このソフトウェアを使用するには、前提条件と相互必要条件があります。

ハードウェア要件: 製品をインストールするためのハード・ディスクの最小スペー
ス所要量に対応していることを確認します。インストール・プロセスの段階ごとの
スペース所要量を次の表に示します。

ハードウェア 要件

プロセッサー 800 MHz Pentium(R) III 以上

メモリー 最小: 1 GB RAM

ディスク・スペ
ース

製品をインストールするには、最小 2 GB のディスク・スペースが必要
です。開発するリソース用に、追加のディスク・スペースが必要になり
ます。

v ディスク・スペース所要量は、インストールするフィーチャーに応じ
て削減することができます。

v 製品をインストールするために電子イメージをダウンロードする場合
は、追加のディスク・スペースが必要になります。

v NTFS ではなく FAT32 を使用する場合は、追加のディスク・スペー
スが必要になります。

v TEMP ディレクトリーに、650 MB の追加ディスク・スペースが必要
です。

ディスプレイ 最小 256 色を使用する 1024 x 768 のディスプレイ (より高い解像度を
推奨します)

その他のハード
ウェア

Microsoft® マウスまたはその互換ポインティング・デバイス

ソフトウェア要件: 製品をインストールする前に、システムがソフトウェア要件を
満たしているかを確認してください。

オペレーティング・システム

以下のオペレーティング・システムがこの製品でサポートされています。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Windows XP Professional Service Pack 2

Windows Server 2003 Enterprise Edition Service Pack 1

Windows Server 2003 Standard Edition Service Pack 1

Windows Vista Business 必要なサービス・レベルなし

Windows Vista Enterprise 必要なサービス・レベルなし

Windows Vista Ultimate 必要なサービス・レベルなし

その他の注記:
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1. 上記のオペレーティング・システムでは、Developer for System z がサポートす
るすべての各国語がサポートされています。

2. 重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista システムで Developer for

System z および Rational Application Developer を操作できるようにするには、
Program Files ディレクトリー (C:¥Program Files¥) 内にインストールしないで
ください。

3. Developer for System z は、IBM Java™ Development Kit (JDK) の少なくともバ
ージョン 1.5 を使用する Eclipse IDE バージョン 3.2.2 以上で使用するために
開発されています。この要件を満たす既存の Eclipse IDE のみが拡張可能です。

4. Developer for System z は、Vista と互換性がありますが、Vista の新機能を完全
に活用することはできません。

5. Developer for System z を Microsoft Vista オペレーティング・システムにインス
トールする場合は、管理者 ID を使用してインストールする必要があります。

その他のソフトウェア要件: Developer for System z では、インストールの前提条
件として以下がインストールされている必要があります。

注: サポートされるデータベース・サーバー、Web アプリケーション・サーバー、
およびその他のソフトウェア製品については、オンライン・ヘルプを参照して
ください。

1. Rational Application Developer または IBM Rational Software Architect

Developer for System z では、インストールの前提条件として、IBM Rational

Application Developer 7.0.0.3 オファリングまたは IBM Rational Software

Architect 7.0.0.3 オファリングがインストールされている必要があります。

プログラム
番号

製品名 必要な PTF またはサービス・レベ
ル

5724-J19 IBM Rational Application Developer V

7.0.0.3

必要な PTF またはサービス・レベ
ルなし

5724-I70 IBM Rational Software Architect V

7.0.0.3

必要な PTF またはサービス・レベ
ルなし

その他の注記:

a. IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 は Rational Developer for System

z インストール・メディアに組み込まれており、インストール・ウィザード
を使用して IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 および Rational

Developer for System z 7.1 を同時にインストールすることができます。

b. すでに IBM Rational Application Developer または Rational Software

Architect がシステムにインストールされている場合、Rational Developer for

System z 7.1 をインストールする前に既存のインストール済み環境をバージ
ョン 7.0.0.3 に更新する必要があります。また、Rational Developer for

System z には下記のフィーチャーが必要であり、Rational Developer for

System z をインストールする前にそれらをインストールしておく必要があり
ます。いずれかの必須フィーチャーがインストールされていない場合は、
Rational Developer for System z をインストールする前に、既存のインストー
ル済み環境を変更してそれらが組み込まれるようにする必要があります。
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c.

v IBM Rational Application Developer をインストールする場合、以下のフィ
ーチャーが必要です。

– Web 開発ツール

– J2EE および Web サービス開発ツール

– テストおよびパフォーマンス・ツール・プラットフォーム (TPTP)

– J2EE コネクター (J2C) ツール

– 変換オーサリング

– プラグイン開発環境 (PDE)

– データ・ツール

– WebSphere(R) Application Server 開発ツール

– WebSphere(R) Application Server コンパイル時依存コンポーネント

v Rational Software Architect をインストールする場合、以下のフィーチャー
が必要です。

– UML モデリング

– UML から UML への変換およびパターン

– J2EE および Web サービス開発ツール

– Web 開発ツール

– J2EE コネクター (J2C) ツール

– テストおよびパフォーマンス・ツール・プラットフォーム (TPTP)

– プラグイン開発環境 (PDE)

– データ・ツール

– WebSphere® Application Server 開発ツール

– WebSphere Application Server コンパイル時依存コンポーネント

注: 現在ご使用のシステムに何がインストールされているのか不明な場合、
Installation Manager によって、インストール済みのフィーチャーを示す
情報ページが表示されます。

d. インストール・ウィザードによって既存のインストール済み環境に必要な変
更または更新がすべて通知され、ウィザードを使用して必要なタスクを完了
することができます。あるいは、既存のインストール済み環境に影響を与え
ることなく、いつでも IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 を
Rational Developer for System z と一緒に新しいパッケージ・グループに再イ
ンストールすることを選択できます。

e. 関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www-306.ibm.com/software/awdtools/developer/application/

2. TXSeries® for Multiplatforms v 6.1

組み込み CICS® ステートメントを使用するアプリケーションをサポートするに
は、以下のいずれか 1 つのレベルがインストールされている必要があります。
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プログラム
番号

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

5655-M15 TXSeries for Multiplatforms v 6.1 IZ00893

その他の注記:

a. 関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www-306.ibm.com/software/htp/cics/tserver/

3. DB2® Enterprise Server Edition for Windows

組み込み CICS ステートメントを使用するアプリケーションをサポートするに
は、以下のいずれか 1 つのレベルがインストールされている必要があります。

プログラム
番号

製品名 必要な PTF またはサービス・レ
ベル

5765-F41 DB2 Enterprise Server Edition v 9.1 for

Windows

その他の注記:

a. 関連製品の Web サイトは次のとおりです。

http://www-306.ibm.com/software/data/db2/9/

4. Web ブラウザー

README ファイルとインストール・ガイドを読むには、以下の Web ブラウザ
ーのいずれかがインストールされている必要があります。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Microsoft Internet Explorer 6.0 Service Pack 1

Mozilla 1.6 または 1.7 使用可能なすべてのメンテナンス

Firefox 1.0.x または 1.5 使用可能なすべてのメンテナンス

5. Adobe Flash Player

ツアー、チュートリアル、および Show me ビューレットなどのマルチメディ
ア・ユーザー支援を正しく表示するには、以下がインストールされている必要が
あります。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Adobe Flash Player バージョン 6.0 r65 以降 使用可能なすべてのメンテナンス

6. Adobe Reader

IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 インストール・ガイド 9



製品資料 PDF を正しく表示するには、以下がインストールされている必要があ
ります。

製品名 必要な PTF またはサービス・レベル

Adobe Reader Version 7.0 以降 使用可能なすべてのメンテナンス

ユーザー特権の要件: IBM Rational Application Developer および IBM Rational

Developer for System z をインストールするには、以下の要件を満たすユーザー ID

が必要です。

v ユーザー ID に 2 バイト文字が含まれていない。

v Windows Vista の場合、以下のタスクを実行するには管理者アカウントにログイ
ンする (あるいは、プログラム・ファイルまたはショートカットを右クリック
し、「管理者として実行」を選択して、管理者として実行する) 必要がありま
す。

– IBM Installation Manager (Developer for System z をインストールおよび更新
するアプリケーション) をインストールまたは更新する。

– 製品オファリングをインストールまたは更新する。

– 製品の許可ユーザー・ライセンス・キーをインストールする。ライセンス・キ
ーをインストールするには、IBM Installation Manager を使用します。

注: 管理者でないユーザーが Windows Vista で Developer for System z を操作で
きるようにするには、以下のようにします。

– Developer for System z を Program Files ディレクトリー (C:¥Program

Files¥) のパッケージ・グループ (インストール・ロケーション) の中にイ
ンストールしないでください。および、Program Files ディレクトリーの共
用リソース・ディレクトリーを選択しないでください。

– 既存の Eclipse インストール済み環境を拡張する場合は、Eclipse を
Program Files ディレクトリー (C:¥Program Files¥) にインストールしない
でください。

v その他のサポートされる Windows のバージョンの場合は、管理者グループに属
するユーザー ID が必要です。

インストールの計画
製品フィーチャーをインストールする前に、本節に記載されたすべてのトピックを
お読みください。インストールを実際に開始する前にインストール・プロセスの主
な段階を適切に計画および理解することによって、多くの問題を回避することがで
きます。

インストール方式
Developer for System z のインストール時に使用できる方式は数多くあります。

使用するインストール方式を決定する要因には以下があります。
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v インストール・ファイルにアクセスするために使用するフォーマットと方法。
(例えば、CD または IBM Passport Advantage(R) からダウンロードされたファイ
ル。)

v ご使用のワークステーションにインストールするか、またはインストール・ファ
イルを企業内で使用可能にするか。

v Installation Manager の GUI を使用してインストールするか、またはサイレン
ト・インストールを実行するか。

使用する典型的なインストール方式を以下に示します。

v インストール CD-ROM からのインストール。

v ワークステーションにダウンロードされた電子イメージからのインストール。

v 共用ドライブ上の電子イメージからのインストール。

v HTTP サーバー上のリポジトリーからのインストール。

後者の 3 つの方式では、IBM Rational Application Developer および Developer for

System z をインストールするために、サイレント・モードで Installation Manager

プログラムを実行することができます。サイレント・モードでの Installation

Manager の実行について詳しくは、 55ページの『サイレント・インストール』を参
照してください。

CD-ROM からのインストール
この方式では、インストール・ファイルが入った CD-ROM ディスクを所有してい
て、標準的に IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer

for System z をご使用のワークステーションにインストールします。手順の概要に
ついては、 16ページの『CD-ROM からの IBM Rational Developer for System z の
インストール - 作業概要』を参照してください。

ワークステーションにダウンロードされた電子イメージからのインス
トール
この方式では、IBM Passport Advantage からインストール・ファイルをダウンロー
ド済みであり、IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer

for System z をご使用のワークステーションにインストールします。手順の概要に
ついては、 17ページの『ワークステーション上の電子イメージからの IBM Rational

Developer for System z のインストール - 作業概要』を参照してください。

共用ドライブ上の電子イメージからのインストール
この方式では、企業内のユーザーが単一ロケーションから IBM Rational Application

Developer および IBM Rational Developer for System z のインストール・ファイル
にアクセスできるように、共用ドライブに電子イメージを置きます。手順の概要に
ついては、 18ページの『電子イメージからの IBM Rational Developer for System z

を共用ドライブにインストールする方法 - 作業概要』を参照してください。

HTTP サーバー上のリポジトリーからのインストール
この方式は、ネットワーク全体にインストールするための最も早い方法です。この
方式は前の方式とは異なります。IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z のインストール・ファイルを HTTP Web サーバー
に配置するために、IBM Rational Application Developer に付属の IBM Packaging
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Utility というユーティリティー・アプリケーションを使用して、IBM Rational

Application Developer および IBM Rational Developer for System z のインストール
に使用できるパッケージ・フォーマットでインストール・ファイルを HTTP Web

サーバーから直接コピーしなければならないためです。パッケージが入った HTTP

Web サーバー上のディレクトリーは、リポジトリーと呼ばれます。同じリポジトリ
ーをその他の製品および将来のサービス更新に使用することができます。手順の概
要については、 19ページの『HTTP Web サーバー上のリポジトリーからの IBM

Rational Developer for System z のインストール - 作業概要』および 20ページの
『HTTP Web サーバーへの IBM Rational Developer for System z の配置 - 作業概
要』を参照してください。

インストールするフィーチャーの決定
バージョン 7.1 では、インストールする IBM Rational Developer for System z のフ
ィーチャーを選択して、インストールをカスタマイズすることができます。

IBM Installation Manager を使用して IBM Rational Developer for System z パッケ
ージをインストールすると、インストール・ウィザードにパッケージ内のフィーチ
ャーが表示され、インストールするフィーチャーを選択できます。推奨されるフィ
ーチャー・セットがデフォルトで選択されています (必須フィーチャーを含む)。
Installation Manager は、フィーチャー間の依存関係を自動的に強制し、必須フィー
チャーが解除されないようにします。

パッケージのインストールが終了した後でも、Installation Manager で「パッケージ
の変更 (Modify Packages)」ウィザードを実行すると、インストール済み環境に対し
てフィーチャーを追加したり、除去したりすることができます。詳しくは、 70ペー
ジの『インストール済み環境の変更』を参照してください。

フィーチャー
次の表は、インストール可能な IBM Rational Developer for System z のフィーチャ
ーを示しています。インストールするフィーチャーのデフォルト選択は異なる場合
があります。フィーチャーが共用リソース・ディレクトリーにすでに存在し、イン
ストールされるように選択されている場合は、再インストールされません。IBM

Rational Application Developer の使用可能なフィーチャーについて詳しくは、「IBM

Rational Application Developer Installation Guide」を参照してください。

表 2.

フィーチャー 説明
デフォルトでインス
トールを選択

System z 統合開発環境 (必
須)

アセンブラー、COBOL、PL/I、および
C++ で作成されたメインフレーム・
アプリケーション、ならびに COBOL

および PL/I で作成されたワークステ
ーション・ベースのアプリケーション
を開発可能な、対話式でワークステー
ション・ベースの環境を提供します。

はい
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表 2. (続き)

フィーチャー 説明
デフォルトでインス
トールを選択

Application Deployment

Manager

成果物を作成または生成するすべての
IBM Rational Developer for System z

コンポーネントに、共通のデプロイメ
ント・アプローチおよびデプロイメン
ト・アプリケーション・プログラミン
グ・インターフェースを提供します。

はい

BMS エディター 基本マッピング・サポート (BMS) マ
ップ・セットを視覚的に作成および変
更することができます。 CICS 開発
者で、端末ベースのツール (例えば
SDF II) に習熟した開発者や、GUI ベ
ースのツール (VA COBOL に組み込
まれた BMS エディターなど) に習熟
した開発者が使用できるようにデザイ
ンされています。

はい

MFS エディター メッセージ形式サービス (MFS) メッ
セージの作成および変更と、ファイル
のフォーマット設定を行うことができ
ます。多くの情報管理システム
(IMS™) プログラムは、端末装置との
間で送受信するメッセージをフォーマ
ット設定する IMS™ Transaction

Manager 環境の 1 つである、MFS に
基礎を置いています。

はい

Common Access Repository

Manager (CARMA)

System z ベースのソース制御管理ツ
ールにアクセスするための、統一され
たインターフェースおよび一連のサー
ビスを提供します。 CARMA はま
た、カスタム・ソース制御管理システ
ムにアクセスおよび結合するためのフ
レームワークとして使用できる汎用グ
ラフィカル・ユーザー・インターフェ
ース (GUI) クライアントを提供しま
す。

はい

SCLM Developer Toolkit 基本 Eclipse からの、または IBM

Rational Developer for System z から
の Software Configuration and Library

Manager (SCLM) アクセスを提供しま
す。

はい
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表 2. (続き)

フィーチャー 説明
デフォルトでインス
トールを選択

Enterprise Service Tools Service Flow Modeler (SFM) および
XML Services for the Enterprise (XSE)

で以前に提供された機能を結合しま
す。 Enterprise Service Tools (EST)

は、最新のアプリケーション・アーキ
テクチャーならびに既存のアプリケー
ション・プロセスの変換および再利用
をサポートする、統合化されたツール
のセットを提供します。このツール
は、Web サービス記述の生成、およ
び成果物を直接 z/OS(R) システムに
対して処理するサービスとフローをサ
ポートします。 EST により、サービ
ス指向アーキテクチャー (SOA) への
移動が可能になります。

はい

File Manager 多くのデータ・セット・タイプのデー
タの複数のビューとのフォーマット済
み編集セッションなど、IBM File

Manager for z/OS® 機能を Rational

Developer for System z に提供しま
す。
注: このフィーチャーには、IBM File

Manager for z/OS のライセンスが必
要です。

はい

Fault Analyzer 異常終了する問題のリアルタイム分析
時に IBM Fault Analyzer for z/OS に
よって作成される障害エントリーを処
理できるようにします。
注: このフィーチャーには、IBM

Fault Analyzer for z/OS のライセンス
が必要です。

はい

WebSphere Developer for zSeries ワークスペースを IBM
Rational Developer for System z バージョン 7.1 にマイグレー
ションする方法

WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 で使用したワークスペースがあり、それを
IBM Rational Developer for System z 7.1 で使用するためにマイグレーションしたい
場合は、以下の手順に従ってください。

1. IBM Rational Developer for System z 7.1 のインストール。

2. WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 からマイグレーションしているワークス
ペースの名前を指定して、IBM Rational Developer for System z を開始します。
古いワークスペースがマイグレーションされるため、古い成果物はすべて新しい
ワークスペースに入れられます。
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WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 と 5.1.2 ワー
クスペースを IBM Rational Developer for System z バージョ
ン 7.1 にマイグレーションする方法

WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 で使用したワークスペー
スがあり、それを IBM Rational Developer for System z 7.1 で使用するためにマイ
グレーションしたい場合は、以下の手順に従ってください。

注: WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 がご使用のワークス
テーションにまだインストールされていることを確認してください。

1. プラグイン com.ibm.ftt.ui.migration (CD 1 のディレクトリー
¥WSED51xMigration にあります) を入手し、それを既存の WebSphere Studio

Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 システムに追加します。
com.ibm.ftt.ui.migration ディレクトリーをご使用のマシンの
install_directory¥wstools¥eclipse¥plugins ディレクトリーにコピーすることによ
り、プラグインを追加します。

2. WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 を開始します。

3. 「Window」 -> 「パースペクティブのリセット」を選択します。アクション・
バーにアクション・バー・メニュー「マイグレーション」が表示されます。

4. 「マイグレーション」 -> 「マイグレーションの準備」を選択します。このアク
ションにより、WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 でご使
用のワークスペースが使用できなくなることを警告するメッセージが表示されま
す。続けるかどうかを確認するためのメッセージが出されます。

5. 継続することを確認します。ワークスペースのコピーが保存され、以後、マイグ
レーションが完了しようとしている IBM Rational Developer for System z シス
テム上にある旧ワークスペースを使用すべきであることを通知するメッセージが
表示されます。

6. WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 をアンインストール
し、IBM Rational Developer for System z 7.1 をインストールします。

7. WebSphere Studio Enterprise Developer 5.1.1 または 5.1.2 からマイグレーション
しているワークスペースの名前を指定して、IBM Rational Developer for System

z 7.1 を開始します。古いワークスペースがマイグレーションされるため、古い
成果物はすべて新しいワークスペースに入れられます。

電子イメージの解凍と検査
IBM Passport Advantage からインストール・ファイルをダウンロードする場合は、
IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer for System z を
インストールする前に、圧縮されたファイルから電子イメージを解凍する必要があ
ります。イメージを解凍する前に、ダウンロードしたファイルの完全性を検証する
ことができます。

プリインストール作業
製品をインストールする前に、以下に示す手順を実行してください。

1. ご使用のシステムが「インストール要件」の節で説明されている要件を満たして
いることを確認します。
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2. 環境変数 TEMP (Windows システムの場合) が指すディレクトリーに少なくとも
650 MB の空きがあることを確認します。これは、製品をインストールするため
に必要なスペースの他に必要なスペースです。

3. ユーザー ID が製品をインストールするために必要なアクセス権を満たしている
ことを確認します。 10ページの『ユーザー特権の要件』を参照してください。

4. 「インストールの計画」の節を読み、特にマイグレーション、アップグレード、
および共存の考慮事項に関するトピックに注意します。

インストール作業
本節では、「インストール・シナリオ」の節で説明したインストール・シナリオの
概要を示します。重要な手順には、必要に応じて詳細説明がリンクしています。

CD-ROM からの IBM Rational Developer for System z のイン
ストール - 作業概要

このインストール・シナリオでは、インストール・ファイルが入った CD-ROM デ
ィスクを所有していて、標準的に IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z をご使用のワークステーションにインストールしま
す。

CD-ROM からインストールする場合の一般的な手順は、以下のとおりです。

1. 「プリインストール作業」にリストされているプリインストール手順を実行しま
す。

2. IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application Developer

インストール CD 1 を CD-ROM ドライブに挿入します。

3. システムで自動実行が有効になっている場合は、IBM Rational Developer for

System z のランチパッド・プログラムが自動的にオープンします。自動実行が
使用不可になっている場合は、ランチパッド・プログラムを開始してください。
詳しくは、 24ページの『ランチパッド・プログラムからのインストール』を参
照してください。

4. ランチパッドから IBM Rational Developer for System z のインストールを開始
します。詳しくは、 25ページの『ランチパッドからのインストールの開始』を
参照してください。

5. IBM Rational Developer for System z インストール・ウィザードの画面上の指示
に従います。インストール・ウィザードを使用して、インストール前に必要なす
べてのセットアップ・タスクを実行できます。必要な場合、Installation Manager

が起動するため、必要なタスクを完了できます。実際の Developer for System z

のインストールは Installation Manager によって実行されます。詳しくは、 26ペ
ージの『IBM Rational Developer for System z インストール・ウィザードの使
用』を参照してください。

ワークステーションで Installation Manager が検出されない場合は、これをイン
ストールするように求めるプロンプトが出されます。Installation Manager ウィザ
ードの画面上の指示に従って、Installation Manager のインストールを完了しま
す。詳しくは、 20ページの『Installation Manager のインストール』を参照して
ください。
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Installation Manager のインストールが完了した場合、またはご使用のシステムに
すでにインストールされている場合は、Installation Manager が開始され、「パッ
ケージのインストール (Install Packages)」ウィザードが自動的に開始されます。

6. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの画面上の指示に従
って、インストールを完了します。インストールを完了する手順は、インストー
ル・シナリオによって異なります。詳しくは、 27ページの『シナリオに適切な
インストール手順の判別』を参照してください。

7. 最初に、IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer for

System z の試用版ライセンスがインストールされます。試用版ライセンスを永
続ライセンスにアップグレードするには、IBM Rational Application Developer 製
品アクティベーション・キットおよび IBM Rational Developer for System z ア
クティベーション・キットをインポートして、製品を操作するための継続アクセ
ス権があることを確認する必要があります。詳しくは、 68ページの『ライセン
スの管理』を参照してください。既存の IBM Rational Application Developer ま
たは Rational Software Architect インストール済み環境があり、すでに永続ライ
センスをインストールしている場合は、その製品用に再インストールする必要は
ありません。

8. IBM Rational Developer for System z と一緒に組み込まれた追加ソフトウェアを
インストールします。詳しくは、 73ページの『追加ソフトウェアのインストー
ル』 を参照してください。

ワークステーション上の電子イメージからの IBM Rational
Developer for System z のインストール - 作業概要

電子インストール・イメージから IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z をインストールするための一般的な手順です。

1. IBM Passport Advantage からダウンロードする必要があるファイルと、解凍した
インストール・イメージの両方を保管するために十分なスペースがワークステー
ションにあることを確認します。 6ページの『ハードウェア要件』を参照してく
ださい。

2. 製品イメージの必要なパーツをすべて IBM Passport Advantage から一時ディレ
クトリーにダウンロードします。

3. ダウンロードしたファイルからインストール・イメージを解凍して、インストー
ル・イメージが完全であることを検証します。詳しくは、 15ページの『電子イ
メージの解凍と検査』を参照してください。

4. 以下の「電子イメージからのインストール」の手順に進みます。

電子イメージからのインストール
1. 「プリインストール作業」にリストされているプリインストール手順を実行しま
す。

2. ランチパッド・プログラムを開始します。詳しくは、 24ページの『ランチパッ
ド・プログラムからのインストール』を参照してください。

3. ランチパッドから IBM Rational Developer for System z のインストールを開始
します。詳しくは、 25ページの『ランチパッドからのインストールの開始』を
参照してください。
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4. IBM Rational Developer for System z インストール・ウィザードの画面上の指示
に従います。インストール・ウィザードを使用して、インストール前に必要なす
べてのセットアップ・タスクを実行できます。必要な場合、IBM Installation

Manager が起動するため、必要なタスクを完了できます。実際の Developer for

System z のインストールは、IBM Installation Manager によって実行されます。
詳しくは、 26ページの『IBM Rational Developer for System z インストール・
ウィザードの使用』を参照してください。

ワークステーションで IBM Installation Manager が検出されない場合は、これを
インストールするように求めるプロンプトが出されます。Installation Manager ウ
ィザードの画面上の指示に従って、Installation Manager のインストールを完了し
ます。詳しくは、 20ページの『Installation Manager のインストール』を参照し
てください。

Installation Manager のインストールが完了した場合、またはご使用のシステムに
すでにインストールされている場合は、Installation Manager が開始され、「パッ
ケージのインストール (Install Packages)」ウィザードが自動的に開始されます。

5. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの画面上の指示に従
って、インストールを完了します。インストールを完了する手順は、インストー
ル・シナリオによって異なります。詳しくは、 27ページの『シナリオに適切な
インストール手順の判別』を参照してください。

6. 製品ライセンスを構成します。最初に、IBM Rational Application Developer およ
び IBM Rational Developer for System z の試用版ライセンスがインストールさ
れます。試用版ライセンスを永続ライセンスにアップグレードするには、IBM

Rational Application Developer 製品アクティベーション・キットおよび IBM

Rational Developer for System z アクティベーション・キットをインポートし
て、製品を操作するための継続アクセス権があることを確認する必要がありま
す。詳しくは、 68ページの『ライセンスの管理』を参照してください。既存の
IBM Rational Application Developer または Rational Software Architect インスト
ール済み環境があり、すでに永続ライセンスをインストールしている場合は、そ
の製品用に再インストールする必要はありません。

7. IBM Rational Developer for System z と一緒に組み込まれた追加ソフトウェアを
インストールします。詳しくは、 73ページの『追加ソフトウェアのインストー
ル』 を参照してください。

電子イメージからの IBM Rational Developer for System z を
共用ドライブにインストールする方法 - 作業概要

このシナリオでは、企業内のユーザーが単一ロケーションから IBM Rational

Application Developer および IBM Rational Developer for System z のインストー
ル・ファイルにアクセスできるように、共用ドライブに電子イメージを置きます。
以下の手順は、共用ドライブにインストール・イメージを置くユーザーが実行しま
す。

1. IBM Passport Advantage からダウンロードする必要があるファイルと、解凍した
インストール・イメージの両方を保管するために十分なディスク・スペースが共
用ドライブにあることを確認します。詳しくは、 6ページの『ハードウェア要
件』を参照してください。
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2. 製品イメージの必要なパーツをすべて IBM Passport Advantage から共用ドライ
ブ上の一時ディレクトリーにダウンロードします。また、パーツをワークステー
ションにダウンロードして、解凍したインストール・イメージのみを共用ドライ
ブにコピーすることもできます。

3. ダウンロードしたファイルからインストール・イメージを共用ドライブ上のアク
セス可能なディレクトリーに解凍して、インストール・イメージが完全であるこ
とを検証します。詳しくは、 15ページの『電子イメージの解凍と検査』を参照
してください。

共用ドライブ上のインストール・ファイルから IBM Rational Application Developer

および IBM Rational Developer for System z をインストールするには、以下を行い
ます。

1. インストール・イメージのある共用ドライブ上の disk1 ディレクトリーに変更し
ます。

2. 17ページの『電子イメージからのインストール』の手順に従います。

HTTP Web サーバー上のリポジトリーからの IBM Rational
Developer for System z のインストール - 作業概要

このシナリオでは、IBM Installation Manager が HTTP Web サーバーから製品パッ
ケージを取得します。

以下の手順では、IBM Rational Application Developer および IBM Rational

Developer for System z のパッケージが入ったリポジトリーを HTTP Web サーバー
上に作成したものと想定します。HTTP Web サーバーへのインストール・パッケー
ジのコピーについて詳しくは、 20ページの『HTTP Web サーバーへの IBM

Rational Developer for System z の配置 - 作業概要』を参照してください。

HTTP サーバー上のリポジトリーから IBM Rational Application Developer および
IBM Rational Developer for System z パッケージをインストールするには、以下を
行います。

1. 「プリインストール作業」にリストされているプリインストール手順を実行しま
す。

2. IBM Installation Manager をインストールします。 20ページの『Installation

Manager のインストール』を参照してください。

3. Installation Manager を開始します。詳しくは、 21ページの『Installation Manager

の開始』を参照してください。

4. Installation Manager で、IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z のパッケージが入ったリポジトリーの URL を
リポジトリーとして設定します。 22ページの『Installation Manager でのリポジ
トリー設定』を参照してください。

5. 「パッケージのインストール」をクリックして Installation Manager で「パッケ
ージのインストール」ウィザードを開始し、「パッケージのインストール」ウィ
ザードの画面上の指示に従って、インストールを完了します。インストールを完
了する手順は、インストール・シナリオによって異なります。詳しくは、 27ペ
ージの『シナリオに適切なインストール手順の判別』を参照してください。
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6. 製品ライセンスを構成します。最初に、IBM Rational Application Developer およ
び IBM Rational Developer for System z の試用版ライセンスがインストールさ
れます。試用版ライセンスを永続ライセンスにアップグレードするには、IBM

Rational Application Developer 製品アクティベーション・キットおよび IBM

Rational Developer for System z アクティベーション・キットをインポートし
て、製品を操作するための継続アクセス権があることを確認する必要がありま
す。 68ページの『ライセンスの管理』を参照してください。既存の IBM

Rational Application Developer または Rational Software Architect インストール
済み環境があり、すでに永続ライセンスをインストールしている場合は、その製
品用に再インストールする必要はありません。

7. IBM Rational Developer for System z と一緒に組み込まれた追加ソフトウェアを
インストールします。詳しくは、 73ページの『追加ソフトウェアのインストー
ル』 を参照してください。

HTTP Web サーバーへの IBM Rational Developer for System
z の配置 - 作業概要

IBM Packaging Utility を使用してインストール・リポジトリーを作成するか、既存
のリポジトリーをコピーすることにより、IBM Rational Application Developer およ
び IBM Rational Developer for System z インストール・パッケージを HTTP Web

サーバーに配置することができます。Packaging Utility を使用したインストール・リ
ポジトリーの作成について詳しくは、 66ページの『Packaging Utility を使用してパ
ッケージを HTTP サーバーにコピー』を参照してください。リポジトリーを作成す
ると、以下を行うことが可能になります。

1. 企業内のユーザーに、インストール・パッケージ・リポジトリーの URL を提供
します。

2. リポジトリーを使用して、サイレント・インストールを実行します。サイレン
ト・インストールの実行について詳しくは、 55ページの『サイレント・インス
トール』を参照してください。

Installation Manager の管理

Installation Manager のインストール
IBM Installation Manager は通常、Developer for System z インストール・ウィザー
ドによって開始されます。このプロセスについて詳しくは、 24ページの『ランチパ
ッド・プログラムからのインストール』を参照してください。

CD1 のルートにある install_win32.exe を実行して、IBM Installation Manager をイ
ンストールすることができます。Installation Manager を手動でインストールするに
は、以下を行います。

1. 「ご使用条件 (License Agreement)」ページでご使用条件を確認し、同意する場合
は「同意する (I accept the terms in the license agreement)」を選択します。「次
へ」をクリックします。

2. 必要に応じて、「宛先フォルダー」ページで「変更」ボタンをクリックして、イ
ンストール・ロケーションを変更します。「次へ」をクリックします。

3. 「タイプのセットアップ」ページで「次へ」をクリックします。
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4. 「プログラムをインストールする準備ができました (Ready to Install Program)」
ページで「インストール」をクリックします。インストールが完了すると、「完
了」ページが表示されます。

5. 「完了」をクリックします。

また、以下の手順で、Installation Manager のサイレント・インストールを実行する
こともできます。

1. IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application Developer

インストール CD 1 を挿入します。

2. Installation Manager インストーラーをネットワーク上の他のユーザーも使用でき
るようにするには、CD 内の InstallerImage_win32 フォルダーの内容をネット
ワーク上の共用ロケーションへコピーします。

3. IBM Rational Developer for System z CD1 から、またはインストール・ファイ
ルをコピーした共用ネットワーク・ロケーションから、次のコマンドを実行しま
す。

次のように、INSTALLDIR パラメーターの値を適切なインストール・ロケーションに
置き換えます。

Setup.exe /S /v"/qn INSTALLDIR=¥"C:¥Program
Files¥IBM¥Installation Manager¥""

Installation Manager の開始
IBM Installation Manager は、Developer for System z インストール・ウィザードに
よって自動的に開始されます。これにより、IBM Rational Application Developer お
よび IBM Rational Developer for System z パッケージをインストールするための正
しいリポジトリーが設定された状態で、Installation Manager が開始されます。
Installation Manager を直接開始する場合は、リポジトリー設定と製品パッケージの
選択を手動で行う必要があります。 Installation Manager を手動で開始するには、以
下を行います。

1. タスクバーから「スタート」メニューを開きます。

2. 「すべてのプログラム」->「IBM Installation Manager」->「IBM Installation
Manager」を選択します。

Installation Manager のアンインストール
IBM Installation Manager をアンインストールするには、「プログラムの追加と削
除」を使用する必要があります。

1. タスクバーから「スタート」メニューを開きます。

2. 「コントロール パネル」->「プログラムの追加と削除」->「IBM Installation
Manager」を選択します。

3. 「削除」ボタンをクリックして、オペレーティング・システムから出される指示
に従います。

注: すべてのパッケージがアンインストールされるまで IBM Installation Manager を
アンインストールすることはできません。
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インストール・リポジトリー
Installation Manager は、指定されたリポジトリー・ロケーションから製品パッケー
ジを検索します。

ランチパッドまたはインストール・ウィザードを使用して Installation Manager を開
始すると、リポジトリー情報が Installation Manager に渡されます。Installation

Manager が自動的に始動する場合は、インストールする製品パッケージが入ったイ
ンストール・リポジトリーを指定する必要があります。

組織によっては、独自の製品パッケージをイントラネット内でバンドルおよびホス
トする場合があります。このタイプのビジネス・ケース・シナリオについては、 11

ページの『HTTP サーバー上のリポジトリーからのインストール』を参照してくだ
さい。システム管理者から正しい URL を取得することが必要になります。

デフォルトで、IBM Installation Manager はそれぞれのソフトウェア開発製品に組み
込まれた URL を使用して、インターネット経由でリポジトリー・サーバーに接続
し、インストール可能なパッケージおよび新規フィーチャーを検索します。

Installation Manager でのリポジトリー設定
ランチパッド・プログラムまたはインストール・ウィザードから IBM Rational

Application Developer および IBM Rational Developer for System z のインストール
を開始すると、インストールするパッケージが入ったリポジトリーのロケーション
が、Installation Manager の始動時に自動的に定義されます。ただし、例えば Web

サーバーにあるリポジトリーから IBM Rational Developer for System z および
IBM Rational Application Developer をインストールするなどのために Installation

Manager を直接始動する場合、パッケージをインストールする前に、Installation

Manager でリポジトリー設定 (パッケージが入ったディレクトリーの URL) を行う
必要があります。これは、「設定」ウィンドウの「リポジトリー」ページで行いま
す。デフォルトで、IBM Installation Manager はそれぞれの Rational ソフトウェア
開発製品に組み込まれた URL を使用して、インターネット経由でリポジトリー・
サーバーに接続し、インストール可能なパッケージ、更新、および新規フィーチャ
ーを検索します。お客様の組織で、イントラネット・サイトを使用するためにリポ
ジトリーをリダイレクトすることが必要になる場合があります。

注: インストール・プロセスを開始する前に、必ず管理者からインストール・パッ
ケージのリポジトリー URL を取得してください。

Installation Manager でリポジトリー・ロケーションを追加、編集、または除去する
には、以下を行います。

1. Installation Manager を開始します。

2. Installation Manager の「開始」ページで、「ファイル」->「設定」をクリックし
てから、「リポジトリー」をクリックします。「リポジトリー」ページが開きま
す。このページには、使用可能なリポジトリー、そのロケーション、およびアク
セス可能かどうかが示されます。

3. 「リポジトリー」ページで「リポジトリーの追加」をクリックします。

4. 「リポジトリーの追加」ウィンドウで、リポジトリー・ロケーションの URL を
入力するか、URL を参照してファイル・パスを入力してから、「OK」をクリッ

22 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



クします。新規または変更されたリポジトリー・ロケーションがリストされま
す。リポジトリーがアクセス不能である場合は、「アクセス可能」列に赤い x

が表示されます。

5. 「OK」をクリックして終了します。

パッケージ・グループと共用リソース・ディレクトリー
IBM Installation Manager を使用して IBM Rational Application Developer および
IBM Rational Developer for System z パッケージをインストールするときは、パッ
ケージ・グループおよび共用リソース・ディレクトリーを選択する必要がありま
す。

パッケージ・グループ

インストール・プロセス中に、IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z パッケージのパッケージ・グループを指定する必要
があります。パッケージ・グループは、パッケージが同じグループ内の他のパッケ
ージとリソースを共用するディレクトリーを表します。 Installation Manager を使用
して IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer for System

z パッケージをインストールする場合は、新しいパッケージ・グループを作成する
か、パッケージを既存のパッケージ・グループにインストールするかを選択するこ
とができます。(パッケージによっては、パッケージ・グループを共用できないこと
があります。このような場合は、既存のパッケージ・グループを使用するためのオ
プションは使用不可になります。)

複数のパッケージを同時にインストールするときは、すべてのパッケージが同じパ
ッケージ・グループにインストールされることに注意してください。

パッケージ・グループには、自動的に名前が割り当てられます。ただし、パッケー
ジ・グループのインストール・ディレクトリーはユーザーが選択します。

重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista オペレーティング・システムで
Developer for System z を操作できるようにするには、Program Files ディレクトリ
ー (C:¥Program Files¥) の中のインストール・ディレクトリーを選択しないでくだ
さい。

パッケージを正常にインストールして、パッケージ・グループを作成した後は、イ
ンストール・ディレクトリーを変更できません。インストール・ディレクトリーに
は、そのパッケージ・グループにインストールしたパッケージに固有のファイルと
リソースが入っています。他のパッケージ・グループが使用できる可能性のあるパ
ッケージ内のリソースは、共用リソース・ディレクトリーに入れられます。

共用リソース・ディレクトリー

共用リソース・ディレクトリーは、インストール成果物を入れるディレクトリー
で、1 つ以上のパッケージ・グループで使用することができます。

重要: 共用リソース・ディレクトリーを指定できるのは、パッケージの初回インス
トール時の 1 回のみです。最適な結果が得られるように、最大のドライブを使用し
てください。すべてのパッケージをアンインストールしない限り、ディレクトリ
ー・ロケーションを変更することはできません。
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重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista システムで Rational Developer

for System z を操作できるようにするには、Program Files ディレクトリー
(C:¥Program Files¥) 内のインストール・ディレクトリーを選択しないでください。

既存 Eclipse IDE の拡張
IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer for System z パ
ッケージをインストールする際に、IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z パッケージに含まれている機能を追加することで、
ご使用のシステムにすでにインストールされている Eclipse 統合開発環境 (IDE) を
拡張することができます。

IBM Installation Manager を使用してインストールする IBM Rational Application

Developer パッケージは、Eclipse IDE またはワークベンチと一緒にバンドルされて
います。このバンドルされたワークベンチは、Installation Manager パッケージで機
能を提供するための基本プラットフォームです。ただし、ワークステーションに既
存の Eclipse IDE がある場合は、Installation Manager パッケージで提供される別の
機能を IDE に追加して、その Eclipse インスタンスを拡張するためのオプションを
使用できます。

パッケージのインストール・ウィザードの「ロケーション」ページで「既存 Eclipse
IDE の拡張 (Extend an existing Eclipse IDE)」オプションを選択して、既存
Eclipse IDE を拡張します。

重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista オペレーティング・システムで
Rational Developer for System z を操作できるようにするには、Eclipse を Program

Files ディレクトリー (C:¥Program Files¥) 内にインストールしないでください。

例えば、Installation Manager パッケージで提供される機能を取得したいが、
Installation Manager パッケージの機能を操作する際には現行 IDE の設定を使用した
い場合などに、既存 Eclipse IDE を拡張することができます。また、Eclipse IDE を
すでに拡張しているインストール済みのプラグインを操作したい場合もあります。

既存の Eclipse IDE はバージョン 3.2.2 でなければなりません。また、拡張する
IBM Java Development Kit (JDK) は少なくともバージョン 1.5 を使用する必要があ
ります。Installation Manager は、指定された Eclipse インスタンスがインストー
ル・パッケージの要件を満たすかどうかを検査します。

ランチパッド・プログラムからのインストール
ランチパッド・プログラムは、リリース情報を表示してインストール・プログラム
を開始するための、単一ロケーションを提供します。

以下のケースでは、ランチパッド・プログラムを使用して、IBM Rational

Application Developer および IBM Rational Developer for System z のインストール
を開始してください。

v 製品 CD からインストールする。

v ワークステーション上の電子イメージからインストールする。

v 共用ドライブ上の電子イメージからインストールする。
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ランチパッド・プログラムからインストール・プロセスを開始することにより、
IBM Rational Developer for System z インストール・ウィザードは、IBM Rational

Application Developer および IBM Rational Developer for System z パッケージの入
ったリポジトリーのロケーションで事前構成された IBM Installation Manager を開
始します。 Installation Manager を直接インストールおよび開始する場合は、リポジ
トリー設定を手動で行う必要があります。

ランチパッドからのインストールは、以下のように行います。

1. 『プリインストール作業』に記載されているプリインストール作業がまだ完了し
ていなければ、その作業を完了します。

2. ランチパッド・プログラムを開始します。 『ランチパッドからのインストール
の開始』を参照してください。

3. 「IBM Rational Developer for System z のインストール (Install IBM Rational

Developer for System z)」リンクをクリックすることによって、Developer for

System z インストール・ウィザードを開始します。詳しくは、 26ページの
『IBM Rational Developer for System z インストール・ウィザードの使用』を参
照してください。

4. インストール・ウィザードのパネルの指示に従います。

5. インストール開始の準備が整ったら、インストール・ウィザードは自動的に
IBM Installation Manager を起動します。Installation Manager パネルの画面上の
指示に従って、インストールを完了します。インストールを完了する手順は、イ
ンストール・シナリオによって異なります。詳しくは、 27ページの『シナリオ
に適切なインストール手順の判別』を参照してください。

「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの画面上の指示に従っ
て、インストールを完了します。

ランチパッドからのインストールの開始
『プリインストール作業』に記載されているプリインストール作業がまだ完了して
いなければ、その作業を完了します。

CD からインストールする場合、ワークステーションで自動実行が有効になってい
ると、最初のインストール・ディスクを CD ドライブに挿入したときに IBM

Rational Developer for System z ランチパッドが自動的に開始されます。電子イメー
ジからインストールする場合、またはワークステーションで自動実行が未構成の場
合は、ランチパッド・プログラムを手動で開始する必要があります。ランチパッド
を開始するには、以下を行います。

1. IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application Developer

インストール CD 1 を CD ドライブに挿入します。

2. システムで自動実行が有効になっている場合は、IBM Rational Application

Developer および IBM Rational Developer for System z のランチパッド・プログ
ラムが自動的にオープンします。システムで自動実行が有効になっていない場合
は、以下を行います。

v CD のルート・ディレクトリーにある RDzInstallLaunchpad.exe を実行しま
す。

3. リリース情報をまだ読んでいない場合は、クリックしてお読みください。
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4. インストール開始の準備が整ったら、「IBM Rational Developer for System z
のインストール」をクリックします。

5. Developer for System z インストール・ウィザードが開始されます。インストー
ル・ウィザードのパネルの指示に従い、インストールを続行する前に必要なすべ
てのセットアップ・タスクを完了します。詳しくは、『IBM Rational Developer

for System z インストール・ウィザードの使用』を参照してください。

6. インストール開始の準備が整ったら、インストール・ウィザードは Installation

Manager を起動します。「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザ
ードの画面上の指示に従って、インストールを完了します。インストールを完了
する手順は、インストール・シナリオによって異なります。詳しくは、 27ペー
ジの『シナリオに適切なインストール手順の判別』を参照してください。システ
ムで IBM Installation Manager が検出されない場合は、これをインストールする
よう求めるプロンプトが出されます。詳しくは、 20ページの『Installation

Manager のインストール』を参照してください。

7. 製品ライセンスを構成します。最初に、IBM Rational Application Developer およ
び IBM Rational Developer for System z の試用版ライセンスがインストールさ
れます。試用版ライセンスを永続ライセンスにアップグレードするには、IBM

Rational Application Developer 製品アクティベーション・キットおよび IBM

Rational Developer for System z アクティベーション・キットをインポートし
て、製品を操作するための継続アクセス権があることを確認する必要がありま
す。詳しくは、 68ページの『ライセンスの管理』を参照してください。既存の
IBM Rational Application Developer または Rational Software Architect インスト
ール済み環境があり、すでに永続ライセンスをインストールしている場合は、そ
の製品用に再インストールする必要はありません。

IBM Rational Developer for System z インストール・ウィザードの使用
ランチパッドから Developer for System z のインストールを開始すると、Developer

for System z インストール・ウィザードが表示されます。インストール・ウィザー
ドを使用すると、インストール・セットアップ・プロセスを実行でき、ご使用のマ
シンが IBM Rational Developer for System z をインストールするために適切に構成
されていることを確認できます。現在のシステム構成およびインストール履歴によ
っては、セットアップ・プロセスで、IBM Rational Developer for System z v 7.1 を
インストールする準備ができる前に既存の Rational Application Developer、Rational

Software Architect、または WebSphere Developer for System z のインストール済み
環境を変更または更新することがあります。

インストール自体、ならびに必要なすべての変更および更新タスクは IBM

Installation Manager によって実行されます。インストール・ウィザードはシステム
を分析して、Developer for System z のインストール前に実行する必要があるセット
アップ・タスクについて通知します。必要な場合、インストール・ウィザードが
IBM Installation Manager を起動するため、必要なセットアップ・タスクを実行する
ことができます。どの時点でも、さらなる支援を得るために、インストール・ウィ
ザードのパネルにある「ヘルプ」をクリックして、このインストール・ガイドの該
当セクションを表示することができます。Developer for System z のインストール開
始の準備が整ったら、インストール・ウィザードは IBM Installation Manager を起
動します。

26 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



Rational Developer for System z インストール・ウィザードを使用するには、以下を
行います。

1. 「IBM Rational Developer for System z のインストール (Install IBM Rational

Developer for System z)」リンクをクリックすることによって、ランチパッドか
ら Developer for System z インストール・ウィザードを開始します。詳しくは、
25ページの『ランチパッドからのインストールの開始』を参照してください。

2. インストール・ウィザードのパネルの指示に従い、必要なセットアップ・タスク
を完了します。必要な場合は、インストール・ウィザードがユーザーの代わりに
自動的に IBM Installation Manager を起動します。Installation Manager を開始す
る必要があるときに、インストール・ウィザードによって自動的に開始されない
場合は、どの時点でも、CD1 のルート・ディレクトリーにある
startRDzInstall.bat ファイルを実行することによって開始できます。

3. Developer for System z のインストール開始の準備が整ったら、インストール・
ウィザードがユーザーの代わりに自動的に IBM Installation Manager を起動する
ため、インストールを続行できます。インストールを完了する手順は、インスト
ール・シナリオによって異なります。詳しくは、『シナリオに適切なインストー
ル手順の判別』を参照してください。

現在システムにインストールされている内容の判別
現在システムにインストールされているパッケージ・グループ、パッケージ、およ
びフィーチャーを確認して、Developer for System z をインストールする前に既存の
インストール済み環境を変更または更新する必要があるかどうかを判別する必要が
あります。Installation Manager は、現在システムにインストールされているパッケ
ージ・グループおよびパッケージ、ならびに各パッケージにインストールしたフィ
ーチャーを示す便利な情報ページを表示します。この情報は、次の 2 つの方法で表
示できます。

1. Windows の「スタート」メニューから、「スタート」->「すべてのプログラ
ム」->「IBM Installation Manager」->「インストール済みパッケージの表示」
をクリックします。これにより、インターネット・ブラウザーが起動して、ブラ
ウザー・ウィンドウに Installation Manager のインストール済みパッケージのペ
ージが表示されます。

2. Installation Manager 内部から、「ファイル」>「インストール済みパッケージの
表示」をクリックします。インストール済みパッケージの情報を示す新しいウィ
ンドウが立ち上がります。Installation Manager を開始するには、Windows の
「スタート」メニューから「スタート」->「すべてのプログラム」->「IBM
Installation Manager」->「IBM Installation Manager」をクリックします。

シナリオに適切なインストール手順の判別
ご使用のシステムに既存の IBM Rational Application Developer 7.0、Rational

Software Architect 7.0、または WebSphere Developer for System z バージョン 7.0

のインストール済み環境がある場合、IBM Rational Developer for System z バージ
ョン 7.1 をインストールする前に既存のインストール済み環境を変更または更新し
なければならないことがあります。
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Developer for System z には、IBM Rational Application Developer バージョン
7.0.0.3 または Rational Software Architect バージョン 7.0.0.3 が必要です。また、
IBM Rational Application Developer または Rational Software Architect のいくつか
のフィーチャーが必要です。最初に IBM Rational Application Developer または
Rational Software Architect をインストールしたときに、いくつかの必須フィーチャ
ーがインストールされていなかった場合、Developer for System z をインストールす
る前に既存のインストール済み環境を変更してこれらのフィーチャーを組み込む必
要があります。

既存の WebSphere Developer for System z インストール済み環境がある場合、製品
のフルインストールではなく、既存のインストール済み環境の更新として IBM

Rational Developer for System z バージョン 7.1 もインストールできます。

IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 には、Developer for System z

をインストールするために必要な手順を実行できるインストール・ウィザードが組
み込まれています。インストール・ウィザードは、Developer for System z ランチパ
ッドから開始できます。ランチパッドからインストール・ウィザードを開始する方
法について詳しくは、 25ページの『ランチパッドからのインストールの開始』を参
照してください。

Developer for System z インストール・ウィザードは、実際の Developer for System

z のインストールを実行する IBM Installation Manager を自動的に起動します。シ
ステムに前回の製品インストールからの IBM Installation Manager がインストール
されていない場合、Developer for System z インストール・ウィザードがユーザーの
代わりに IBM Installation Manager のインストールを起動します。

以下のセクションを参照して、インストール・シナリオおよび Developer for System

z のインストールに必要な手順を判別してください。インストール・ウィザードを
進めると、Developer for System z のインストールを続行する前に既存のインストー
ル済み環境を変更または更新するように求めるプロンプトが出されることがありま
す。インストール・ウィザードのパネルにある「ヘルプ」ボタンを使用すると、イ
ンターネット・ブラウザーが起動して、必要なタスクを完了するのに役立つ、本書
の該当セクションが表示されます。

クリーン・システムへのインストール
Developer for System z をインストールする目的で、以前に IBM Rational

Application Developer 7.0、Rational Software Architect 7.0、または WebSphere

Developer for System z v 7.0 がインストールされていないシステムをクリーン・シ
ステムと呼びます。

クリーン・システムへの Developer for System z のインストールは、最も基本的な
インストール・シナリオです。まだ IBM Installation Manager がインストールされ
ていない場合は、インストール・ウィザードがユーザーの代わりに IBM Installation

Manager のインストールを起動します。Installation Manager がインストールされる
と、自動的に起動するため、Developer for System z のインストールを進めることが
できます。
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注: インストール・ウィザードが自動的に Installation Manager を開始しない場合
は、CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを実
行することによって Installation Manager を開始できます。

Installation Manager が起動すると、「パッケージのインストール」パネルが表示さ
れ、IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 および Developer for System z オフ
ァリングがインストールされるように選択されています。

以下の手順では、Installation Manager を使用して IBM Rational Application

Developer 7.0.0.3 および Developer for System z をクリーン・システムにインスト
ールします。

1. 「パッケージのインストール」パネルで、IBM Rational Application Developer

7.0.0.3 および Developer for System z オファリングを選択します。各オファリ
ングの名前をクリックして、詳細情報を表示することができます。情報は、パネ
ル下部にある「詳細」セクションに表示されます。

インストールを続行する準備が整ったら、「次へ」をクリックします。
Installation Manager は、選択されたパッケージに関する情報を収集して、「ライ
センス」パネルに進みます。

2. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みください。
インストールするように選択した各パッケージにご使用条件があります。「ライ
センス」パネルの左側にある各パッケージ名をクリックして、対応するご使用条
件を表示してください。IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合
は、更新するように求めるプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、
「はい」をクリックして更新をインストールします。Installation Manager は、そ
れ自体を更新して、更新を完了するには再始動する必要があることを通知しま
す。「OK」をクリックして、Installation Manager を再始動します。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

3. 「ロケーション」パネルの「共用リソース・ディレクトリー」フィールドに、共
用リソース・ディレクトリーのパスを入力します。共用リソース・ディレクトリ
ーには、1 つ以上のパッケージ・グループによって共用されるリソースが入って
おり、すべてのオファリングの大半のファイルがインストールされます。

重要: 共用リソース・ディレクトリーを指定できるのは、パッケージの初回イン
ストール時のみです。これには最大ドライブを使用して、将来のパッケージの共
用リソース用に十分なスペースを確保しておいてください。

重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista オペレーティング・システム
で Developer for System z を操作できるようにするには、Program Files ディレ
クトリー (C:¥Program Files¥) 内の共用リソース・ディレクトリーを選択しない
でください。

注: このディレクトリー・ロケーションを変更するには、すべてのパッケージを
アンインストールしてから、新しい共用リソース・ディレクトリーを指定し
てパッケージを再インストールする必要があります。

「次へ」をクリックして先に進みます。
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4. 次の「ロケーション」パネルで、IBM Rational Application Developer および
Developer for System z パッケージを入れる新規パッケージ・グループを作成し
ます。パッケージ・グループは、多くのオファリングをインストールでき、オフ
ァリングが相互にリソースを共用できるロケーションです。パッケージ・グルー
プにインストールするすべてのオファリングは、そのパッケージ・グループにあ
るその他すべてのオファリングとリソースを共用します。詳しくは、 23ページ
の『パッケージ・グループと共用リソース・ディレクトリー』を参照してくださ
い。

システムに複数のパッケージ・グループを作成することができます。作成する各
パッケージ・グループは、システム上のその他すべてのパッケージ・グループか
ら独立したままになります。新しいパッケージ・グループを作成するには、以下
を行います。

a. 「新規パッケージ・グループの作成」ラジオ・ボタンをクリックします。

b. パッケージ・グループに使用するインストール・ディレクトリーのパスを入
力します。インストール・ディレクトリーは、このパッケージ・グループに
のみ使用されます。インストール・ディレクトリーは、システム上の新規ま
たは空のディレクトリーでなければなりません。

重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista オペレーティング・シス
テムで Developer for System z を操作できるようにするには、Program Files

ディレクトリー (C:¥Program Files¥) 内の共用リソース・ディレクトリーを
選択しないでください。

c. パッケージ・グループの名前が自動的に作成されます。

d. 「次へ」をクリックして先に進みます。

5. 次の「ロケーション」パネルで、システムにすでにインストールされている既存
の Eclipse IDE を拡張して、インストールするパッケージ内の機能を追加するこ
とを選択できます。このオプションを選択するには、IBM Java Development Kit

(JDK) バージョン 1.5 以上を使用する Eclipse バージョン 3.2.2 が必要です。
Eclipse と JDK は、既存のものを拡張するのではなく、製品と一緒にパッケージ
されたものを使用することをお勧めします。

v 既存の Eclipse IDE を拡張しない場合は、「次へ」をクリックして先に進みま
す。

v 既存 Eclipse IDE を拡張するには、以下を行います。

a. 「既存の Eclipse の拡張」を選択します。

b. 「Eclipse IDE」フィールドに、Eclipse 実行可能ファイル (eclipse.exe)

のあるフォルダーのロケーションを入力するか、またはそのロケーション
までナビゲートします。Installation Manager によって、Eclipse IDE バージ
ョンが、インストールするパッケージに有効であるかが検査されます。
「Eclipse IDE JVM」フィールドに、指定した IDE の Java 仮想マシン
(JVM) が表示されます。

c. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. 次の「ロケーション」ページの「言語」で、このパッケージ・グループ用にイン
ストールする言語を選択します。IBM Rational Application Developer および
Developer for System z パッケージのユーザー・インターフェースおよびドキュ
メンテーションに対応する各国語トランスレーションがインストールされます。
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注: この選択は、このパッケージ・グループにインストールされるすべてのパッ
ケージに適用されます。

7. 「フィーチャー」パネルで、各オファリング用にインストールするフィーチャー
を選択します。フィーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの記述を
表示することができます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳細」セ
クションに表示されます。

注: Developer for System z をインストールするには、IBM Rational Application

Developer のいくつかのフィーチャーが必要です。このパネルでは、必要な
すべてのフィーチャーがデフォルトで選択されています。いずれかの必須フ
ィーチャーが選択されていない場合、パネル上部にエラー・メッセージが表
示されて、インストールする必要があるフィーチャーの名前が示されます。
インストールしたいオプション・フィーチャーを追加できますが、リストで
事前選択されているどのフィーチャーも除去しないことをお勧めします。

下記は、Developer for System z に必要で、インストールする必要がある IBM

Rational Application Developer のフィーチャーのリストです。

v Web 開発ツール

v J2EE および Web サービス開発ツール

v テストおよびパフォーマンス・ツール・プラットフォーム (TPTP)

v J2EE コネクター (J2C) ツール

v 変換オーサリング

v プラグイン開発環境 (PDE)

v データ・ツール

v WebSphere Application Server 開発ツール

v WebSphere Application Server コンパイル時依存コンポーネント

インストールするフィーチャーの選択が終了したら、「次へ」をクリックしま
す。

8. IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 および Developer for System z v 7.1

のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認します。前の
パネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変更します。
インストールの選択項目が適切である場合は、「インストール」をクリックして
パッケージをインストールします。インストールが開始され、進行標識にインス
トールが完了したパーセンテージが示されます。

9. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するためのメ
ッセージが表示されます。

a. 現行セッションのインストール・ログ・ファイルを表示するには、「ログ・
ファイルの表示」をクリックしてインストール・ログを新しいウィンドウで
開きます。

b. 重要: 最後のインストール・パネルには、「終了」をクリックすると IBM

Rational Application Developer を起動してインストールを終了するオプション
が示されます。このようにすると、Developer for System z から TPFSHARE 環
境変数の欠落に関するエラー・メッセージが出されます。パネルの右側にあ
る「IBM Rational Application Developer の起動 (Launch IBM Rational
Application Developer)」ボタンを選択しないでください。そうではなく、
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「なし」をクリックしてから「終了」をクリックしてください。Installation

Manager が閉じて、Windows の「スタート」メニューから Developer for

System z を起動できます。「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「パッ
ケージ・グループ名」 ->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM
Rational Developer for System z」を選択します。

新規パッケージ・グループへのインストール
システム上の既存のインストール済み環境に関係なく、既存のパッケージ・グルー
プ内のインストール済み環境を変更および更新する代わりに、いつでも IBM

Rational Application Developer および Developer for System z の新規パッケージ・
グループへのクリーン・インストールを実行することができます。

新規パッケージ・グループにインストールすると、IBM Rational Application

Developer および Developer for System z の追加インストールを実行して、それら
を他のパッケージ・グループ内の既存のインストール済み環境から独立したままに
することができます。前回の IBM Rational Application Developer および Developer

for System z のインストール時にすでに共用リソース・ディレクトリーにインスト
ールされているファイルは再インストールする必要がないため、新規パッケージ・
グループへのインストールに必要な時間とスペースは前回のインストールよりも少
なくなります。

Developer for System z インストール・ウィザードが前回の Rational Application

Developer、Rational Software Architect、または WebSphere Developer for System z v

7.0 のインストール済み環境を検出した場合、既存のパッケージ・グループを変更お
よび更新する代わりに IBM Rational Application Developer および IBM Rational

Developer for System z を新規パッケージ・グループにインストールするオプション
を提示します。

注: インストール・ウィザードが自動的に Installation Manager を開始しない場合
は、CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを実
行することによって Installation Manager を開始できます。

以下の手順では、Installation Manager を使用して IBM Rational Application

Developer および Developer for System z を新規パッケージ・グループにインスト
ールします。

1. 「パッケージのインストール」パネルで、IBM Rational Application Developer

7.0.0.3 および Developer for System z オファリングを選択します。各オファリ
ングの名前をクリックして、詳細情報を表示することができます。情報は、パネ
ル下部にある「詳細」セクションに表示されます。IBM Installation Manager の
新規バージョンがある場合は、更新するように求めるプロンプトが出されます。
プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして更新をインストールします。
Installation Manager は、それ自体を更新して、更新を完了するには再始動する必
要があることを通知します。「OK」をクリックして、Installation Manager を再
始動します。

インストールを続行する準備が整ったら、「次へ」をクリックします。
Installation Manager は、選択されたパッケージに関する情報を収集して、「ライ
センス」パネルに進みます。
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2. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みください。
インストールするように選択した各パッケージにご使用条件があります。「ライ
センス」パネルの左側にある各パッケージ名をクリックして、対応するご使用条
件を表示してください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

3. 「ロケーション」パネルの「共用リソース・ディレクトリー」フィールドに、共
用リソース・ディレクトリーのパスを入力します。共用リソース・ディレクトリ
ーには、1 つ以上のパッケージ・グループによって共用されるリソースが入って
おり、すべてのオファリングの大半のファイルがインストールされます。

重要: 共用リソース・ディレクトリーを指定できるのは、パッケージの初回イン
ストール時のみです。これには最大ドライブを使用して、将来のパッケージの共
用リソース用に十分なスペースを確保しておいてください。

重要: 管理者特権のないユーザーが Windows Vista オペレーティング・システム
で Developer for System z を操作できるようにするには、Program Files ディレ
クトリー (C:¥Program Files¥) 内の共用リソース・ディレクトリーを選択しない
でください。

注: このディレクトリー・ロケーションを変更するには、すべてのパッケージを
アンインストールしてから、新しい共用リソース・ディレクトリーを指定し
てパッケージを再インストールする必要があります。

「次へ」をクリックして先に進みます。

4. 次の「ロケーション」パネルで、IBM Rational Application Developer および
Developer for System z パッケージを入れる新規パッケージ・グループを作成し
ます。パッケージ・グループは、多くのオファリングをインストールでき、オフ
ァリングが相互にリソースを共用できるロケーションです。パッケージ・グルー
プにインストールするすべてのオファリングは、そのパッケージ・グループにあ
るその他すべてのオファリングとリソースを共用します。詳しくは、 23ページ
の『パッケージ・グループと共用リソース・ディレクトリー』を参照してくださ
い。

システムに複数のパッケージ・グループを作成することができます。作成する各
パッケージ・グループは、システム上のその他すべてのパッケージ・グループか
ら独立したままになります。新しいパッケージ・グループを作成するには、以下
を行います。

a. 「新規パッケージ・グループの作成」ラジオ・ボタンをクリックします。

b. パッケージ・グループに使用するインストール・ディレクトリーのパスを入
力します。インストール・ディレクトリーは、システム上の新規または空の
ディレクトリーでなければなりません。

c. パッケージ・グループの名前が自動的に作成されます。

d. 「次へ」をクリックして先に進みます。

5. 次の「ロケーション」パネルで、システムにすでにインストールされている既存
の Eclipse IDE を拡張して、インストールするパッケージ内の機能を追加するこ
とを選択できます。このオプションを選択するには、IBM Java Development Kit
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(JDK) バージョン 1.5 以上を使用する Eclipse バージョン 3.2.2 が必要です。
Eclipse と JDK は、既存のものを拡張するのではなく、製品と一緒にパッケージ
されたものを使用することをお勧めします。

v 既存の Eclipse IDE を拡張しない場合は、「次へ」をクリックして先に進みま
す。

v 既存 Eclipse IDE を拡張するには、以下を行います。

a. 「既存の Eclipse の拡張」を選択します。

b. 「Eclipse IDE」フィールドに、Eclipse 実行可能ファイル (eclipse.exe)

のあるフォルダーのロケーションを入力するか、またはそのロケーション
までナビゲートします。Installation Manager によって、Eclipse IDE バージ
ョンが、インストールするパッケージに有効であるかが検査されます。
「Eclipse IDE JVM」フィールドに、指定した IDE の Java 仮想マシン
(JVM) が表示されます。

c. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. 次の「ロケーション」ページの「言語」で、このパッケージ・グループ用にイン
ストールする言語を選択します。IBM Rational Application Developer および
Developer for System z パッケージのユーザー・インターフェースおよびドキュ
メンテーションに対応する各国語トランスレーションがインストールされます。

注: この選択は、このパッケージ・グループにインストールされるすべてのパッ
ケージに適用されます。

7. 「フィーチャー」パネルで、各オファリング用にインストールするフィーチャー
を選択します。フィーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの記述を
表示することができます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳細」セ
クションに表示されます。

注: Developer for System z をインストールするには、IBM Rational Application

Developer のいくつかのフィーチャーが必要です。このパネルでは、必要な
すべてのフィーチャーがデフォルトで選択されています。いずれかの必須フ
ィーチャーが選択されていない場合、パネル上部にエラー・メッセージが表
示されて、インストールする必要があるフィーチャーの名前が示されます。
インストールしたいオプション・フィーチャーを追加できますが、事前選択
されている IBM Rational Application Developer のどのフィーチャーも除去
しないことをお勧めします。

以下の IBM Rational Application Developer フィーチャーは、Developer for

System z に必要であり、インストールする必要があります。

v Web 開発ツール

v J2EE および Web サービス開発ツール

v テストおよびパフォーマンス・ツール・プラットフォーム (TPTP)

v J2EE コネクター (J2C) ツール

v 変換オーサリング

v プラグイン開発環境 (PDE)

v データ・ツール

v WebSphere Application Server 開発ツール

v WebSphere Application Server コンパイル時依存コンポーネント
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インストールするフィーチャーの選択が終了したら、「次へ」をクリックしま
す。

8. IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 および Developer for System z v 7.1

のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認します。前の
パネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変更します。
インストールの選択項目が適切である場合は、「インストール」をクリックして
パッケージをインストールします。インストールが開始され、進行標識にインス
トールが完了したパーセンテージが示されます。

9. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するためのメ
ッセージが表示されます。

a. 現行セッションのインストール・ログ・ファイルを表示するには、「ログ・
ファイルの表示」をクリックしてインストール・ログを新しいウィンドウで
開きます。

b. 重要: 最後のインストール・パネルには、「終了」をクリックすると IBM

Rational Application Developer を起動してインストールを終了するオプション
が示されます。このようにすると、Developer for System z から TPFSHARE 環
境変数の欠落に関するエラー・メッセージが出されます。パネルの右側にあ
る「IBM Rational Application Developer の起動 (Launch IBM Rational
Application Developer)」ボタンを選択しないでください。そうではなく、
「なし」をクリックしてから「終了」をクリックしてください。Installation

Manager が閉じて、Windows の「スタート」メニューから Developer for

System z を起動できます。「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「パッ
ケージ・グループ名」 ->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM
Rational Developer for System z」を選択します。

既存の IBM Rational Application Developer および WebSphere
Developer for System z のインストール済み環境の更新

Developer for System z を、既存の WebSphere Developer for System z 7.0.x インス
トール済み環境に対する更新としてインストールすることができます。そのために
は、IBM Rational Application Developer もバージョン 7.0.0.3 に更新する必要があ
ります。すべての更新タスクは、IBM Installation Manager によって実行されます。
IBM Installation Manager がまだ Developer for System z インストール・ウィザード
から開始されていない場合は、CD1 のルート・ディレクトリーにある
startRDzInstall.bat ファイルから IBM Installation Manager を開始します。

以下の手順は、既存の IBM Rational Application Developer および WebSphere

Developer for System z インストール済み環境を更新するプロセスです。

1. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージの更新」をクリックし
ます。

2. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして
更新をインストールします。Installation Manager は、それ自体を更新して、更新
を完了するには再始動する必要があることを通知します。「OK」をクリックし
て、Installation Manager を再始動します。
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Installation Manager が再始動した後、再び「パッケージの更新」をクリックする
必要があります。

3. 「パッケージの更新」パネルで、更新する IBM Rational Application Developer

および WebSphere Developer for System z インストール済み環境が入ったパッ
ケージ・グループを選択します。「次へ」をクリックします。

4. 更新パネルに、選択可能な IBM Rational Application Developer の更新および
WebSphere Developer for System z の更新がリストされます。インストールする
IBM Rational Application Developer および WebSphere Developer for System z

の更新を選択して、「次へ」をクリックします。

5. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。インス
トールするように選択した各更新にご使用条件があります。「ライセンス」パネ
ルの左側にある各パッケージ名をクリックして、対応するご使用条件を表示して
ください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. IBM Rational Application Developer および WebSphere Developer for System z

の更新のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認しま
す。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変更
します。インストールの選択項目が適切である場合は、「更新」をクリックして
更新をインストールします。更新のインストールが開始され、進行標識にインス
トールが完了したパーセンテージが示されます。

7. 「完了」パネルで「終了」をクリックします。

8. Windows の「スタート」メニューから「スタート」->「すべてのプログラム」->

「パッケージ・グループ名」 ->「IBM Rational Developer for System
z」->「IBM Rational Developer for System z」を使用して、Developer for

System z 製品を開始します。

欠落している必須フィーチャーを組み込むための既存の IBM Rational
Application Developer インストール済み環境の変更

Developer for System z には、IBM Rational Application Developer のいくつかのフ
ィーチャーが必要です。いずれかの必須フィーチャーが欠落している IBM Rational

Application Developer インストール済み環境が入ったパッケージ・グループに
Developer for System z をインストールする場合、Developer for System z をインス
トールする前に既存の IBM Rational Application Developer インストール済み環境を
変更する必要があります。

注: インストール・ウィザードが自動的に Installation Manager を開始しない場合
は、CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを実
行することによって Installation Manager を開始できます。

注: 既存の IBM Rational Application Developer インストール済み環境を変更する
際、欠落しているフィーチャーをインストールするには元の IBM Rational

Application Developer のインストール・メディアおよび更新メディアを用意しな
ければならないことがあります。
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以下の手順は、既存の IBM Rational Application Developer インストール済み環境を
変更するプロセスです。

1. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージの変更」をクリックし
ます。

2. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして
更新をインストールします。Installation Manager は、それ自体を更新して、更新
を完了するには再始動する必要があることを通知します。「OK」をクリックし
て、Installation Manager を再始動します。Installation Manager が再始動した後、
再び「パッケージの変更」をクリックする必要があります。

3. 「パッケージの変更」パネルで、変更する IBM Rational Application Developer

インストール済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。パッケー
ジ・グループの名前をクリックすると、その中にインストールされている内容が
表示されます。パッケージ・グループの名前をクリックすると、その中にインス
トールされている内容が表示されます。「次へ」をクリックします。

4. 「言語」パネルで、ご使用のシステムに追加する言語または除去する言語を選択
または選択解除します。

5. 「フィーチャー」パネルで、IBM Rational Application Developer インストール済
み環境に追加するフィーチャーを選択します。すでにインストールされているフ
ィーチャーは、フィーチャーのリストで事前選択されます。

フィーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの記述を表示することが
できます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳細」セクションに表示
されます。

Developer for System z に必要なすべてのフィーチャーを選択するようにしてく
ださい。インストールしたいオプション・フィーチャーを追加できますが、どの
フィーチャーも除去しないことをお勧めします。

以下の IBM Rational Application Developer フィーチャーは、Developer for

System z に必要であり、インストールする必要があります。

v Web 開発ツール

v J2EE および Web サービス開発ツール

v テストおよびパフォーマンス・ツール・プラットフォーム (TPTP)

v J2EE コネクター (J2C) ツール

v 変換オーサリング

v プラグイン開発環境 (PDE)

v データ・ツール

v WebSphere Application Server 開発ツール

v WebSphere Application Server コンパイル時依存コンポーネント

6. IBM Rational Application Developer インストール済み環境の変更を開始する前
に、「要約」パネルで選択項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更
する場合は、「戻る」をクリックして変更します。選択項目が適切である場合
は、「変更」をクリックして、指定した変更をインストール済み環境に対して行
います。変更プロセスが開始され、進行標識にプロセスが完了したパーセンテー
ジが示されます。

IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 インストール・ガイド 37



7. 「完了」パネルで「終了」をクリックします。

既存の IBM Rational Application Developer インストール済み環境のバ
ージョン 7.0.0.3 への更新

Developer for System z を既存の Rational Application Developer インストール済み
環境が入ったパッケージ・グループにインストールする場合、Developer for System

z のインストールを進める前に、Rational Application Developer をバージョン
7.0.0.3 に更新する必要があります。IBM Installation Manager がまだ Developer for

System z インストール・ウィザードから開始されていない場合は、CD1 のルート・
ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルから IBM Installation

Manager を開始します。

以下の手順は、既存の IBM Rational Application Developer インストール済み環境を
更新するプロセスです。

1. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージの更新」をクリックし
ます。

2. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして
更新をインストールします。Installation Manager は、それ自体を更新して、更新
を完了するには再始動する必要があることを通知します。「OK」をクリックし
て、Installation Manager を再始動します。Installation Manager が再始動した後、
再び「パッケージの更新」をクリックする必要があります。

3. 「パッケージの更新」パネルで、更新する Rational Application Developer インス
トール済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。パッケージ・グル
ープの名前をクリックすると、その中にインストールされている内容が表示され
ます。「次へ」をクリックします。

4. 「更新」パネルに、選択可能な Rational Application Developer の更新がリストさ
れます。更新を選択して、「次へ」をクリックします。

5. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreement)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. IBM Rational Application Developer の更新のインストールを開始する前に、「要
約」パネルで選択項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合
は、「戻る」をクリックして変更します。インストールの選択項目が適切である
場合は、「更新」をクリックして更新をインストールします。更新のインストー
ルが開始され、進行標識にインストールが完了したパーセンテージが示されま
す。

7. 「完了」パネルで「終了」をクリックします。
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IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 がインストールされている
システムへのインストール

Developer for System z に必要なすべてのフィーチャーを含む既存の Rational

Application Developer 7.0.0.3 インストール済み環境がある場合、Rational Application

Developer 7.0.0.3 が入った同じパッケージ・グループに Developer for System z を
直接インストールすることができます。IBM Installation Manager がまだ Developer

for System z インストール・ウィザードから開始されていない場合は、CD1 のルー
ト・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルから IBM Installation

Manager を開始します。

以下のステップは、Developer for System z を既存の Rational Application Developer

7.0.0.3 インストール済み環境があるシステムにインストールするプロセスです。

1. 「パッケージのインストール」パネルで、IBM Rational Developer for System z

オファリングを選択します。選択可能なパッケージのリストに Rational

Application Developer 7.0.0.3 も表示される場合は、選択解除します。Rational

Application Developer 7.0.0.3 を再インストールする必要はありません。オファリ
ングの名前をクリックして、詳細情報を表示することができます。情報は、パネ
ル下部にある「詳細」セクションに表示されます。インストールを続行する準備
が整ったら、「次へ」をクリックします。IBM Installation Manager の新規バー
ジョンがある場合は、更新するように求めるプロンプトが出されます。プロンプ
トが出されたら、「はい」をクリックして更新をインストールします。
Installation Manager は、それ自体を更新して、更新を完了するには再始動する必
要があることを通知します。「OK」をクリックして、Installation Manager を再
始動します。

2. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreement)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

3. 「ロケーション」パネルで、Developer for System z 7.1 をインストールするパ
ッケージ・グループとして、 Rational Application Developer 7.0.0.3 インストー
ル済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。

a. 「既存のパッケージ・グループの使用」をクリックします。

b. Rational Application Developer 7.0.0.3 インストール済み環境が入ったパッケ
ージ・グループの名前をクリックします。パッケージ・グループ名をクリッ
クすると、「ロケーション」パネルの下部にパッケージ・グループの詳細情
報およびそのパッケージ・グループに現在インストールされているパッケー
ジのリストが表示されます。パネル下部の「インストール済みパッケージ」
セクションを見て、パッケージ・グループにインストールされているパッケ
ージの 1 つとして適切なバージョンの Rational Application Developer がリス
トされていることを調べることによって、正しいパッケージ・グループを選
択していることを確認できます。

c. パッケージ・グループの名前およびインストール・ディレクトリーは変更す
ることができません。これらの値は、パッケージ・グループの作成時に定義
されています。

d. 「次へ」をクリックして先に進みます。
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4. 「フィーチャー」パネルで、インストールする Developer for System z のフィー
チャーを選択します。フィーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの
記述を表示することができます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳
細」セクションに表示されます。インストールするフィーチャーの選択が終了し
たら、「次へ」をクリックします。

5. Developer for System z のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択
項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をク
リックして変更します。インストールの選択項目が適切である場合は、「インス
トール」をクリックしてパッケージをインストールします。インストールが開始
され、進行標識にインストールが完了したパーセンテージが示されます。

6. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するためのメ
ッセージが表示されます。

a. 現行セッションのログ・ファイルを表示するには、「ログ・ファイルの表
示」をクリックしてインストール・ログを新しいウィンドウで開きます。

b. 「終了」をクリックして、インストールを終了します。

c. Windows の「スタート」メニューから「スタート」->「すべてのプログラ
ム」-> 「パッケージ・グループ名」 ->「IBM Rational Developer for
System z」->「IBM Rational Developer for System z」を使用して、
Developer for System z 製品を開始します。

IBM Rational Application Developer がバージョン 7.0.0.3 より後のシス
テムへのインストール

Developer for System z をインストールするには、その前に、システムに Rational

Application Developer 7.0.0.3 がインストールされている必要があります。既存の
Rational Application Developer インストール済み環境がバージョン 7.0.0.3 より後で
ある場合、ご使用のバージョンの Rational Application Developer と互換性のあるパ
ッケージを作成するには、Developer for System z に対する追加の更新をインストー
ルする必要があります。使用可能な更新がある場合、IBM Installation Manager が
Developer for System z のインストール時にそれらにアクセスできる必要がありま
す。以下のいずれかの方法で、Developer for System z の更新を確認および入手する
ことができます。

1. インストール中にシステムがインターネットにアクセスできる場合、Installation

Manager は推奨される最新の更新があるか検査して、Developer for System z v

7.1 のインストールと同時に直接 IBM 更新リポジトリーからインストールしま
す。

2. インストール中にシステムがインターネットにアクセスできない場合は、
Developer for System z v7.1 サポート Web サイト (http://www.ibm.com/

software/awdtools/devzseries/support/) で推奨される最新の更新を確認する
必要があります。使用可能な更新がある場合、Developer for System z のインス
トールを実行する前に更新パッケージをダウンロードして、次のいずれかの方法
で Installation Manager が更新を使用できるようにする必要があります。

v 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを、Installation

Manager が Developer for System z のインストール中にアクセスできるロー
カル・ロケーションまたはネットワーク・ロケーションに解凍します。
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v 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを一時ロケーション
に解凍して、IBM Packaging Utility を使用して更新パッケージをローカル更新
リポジトリーまたはネットワーク更新リポジトリーにコピーします。この方法
は、複数のユーザーがアクセスできるネットワーク更新リポジトリーで製品の
更新を維持したい場合に役立ちます。 IBM Packaging Utility を使用して独自
の更新リポジトリーを作成する方法について詳しくは、 65ページの『IBM

Packaging Utility』を参照してください。

使用可能な更新がない場合は、Developer for System z のインストールに進みま
す。

Developer for System z インストール・ウィザードが IBM Installation Manager を開
始していない場合は、CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat

ファイルを実行することによって IBM Installation Manager を開始します。

以下の手順は、Developer for System z を既存の Rational Application Developer イ
ンストール済み環境がバージョン 7.0.0.3 より後のシステムにインストールするプロ
セスです。

1. IBM Installation Manager のメインパネルから以下を行います。

a. 「ファイル」>「設定」をクリックします。

b. 「設定」ウィンドウの左側にある「リポジトリー」をクリックします。

c. Developer for System z のインストール中にシステムがインターネットにアク
セスできる場合、「インストールおよび更新時にサービス・リポジトリーを
検索する (Search service repositories during installation and updates)」とい
うラベルのチェック・ボックスにチェック・マークが付けられていることを
確認してください。こうすると、Installation Manager に対して IBM 更新リ
ポジトリーで Developer for System z の更新を検索するように指示すること
になります。

d. Developer for System z のインストール中にシステムがインターネットにアク
セスできず、更新をローカル更新リポジトリーまたはネットワーク更新リポ
ジトリーから直接インストールする計画の場合、更新を Developer for System

z サポート Web サイトからダウンロードして、インストールを進める前
に、次のようにして、リポジトリー・ロケーションを Installation Manager の
「設定」に追加します。

1) 「リポジトリーの追加」をクリックします。

2) Developer for System z の更新が入った更新リポジトリーのディレクトリ
ー・パスまたは URL を入力します。「OK」をクリックします。
Installation Manager によって、指定されたリポジトリーに接続できること
が検査されます。 Installation Manager がリポジトリーに接続できない場
合、エラー・メッセージが表示されます。その場合は、以下を行います。

v ディレクトリー・パスまたは URL を正しく入力したこと、およびご使
用のシステムがそのロケーションにアクセスできることを確認してくだ
さい。

v ファイアウォールの背後にある場合、ファイアウォールが Installation

Manager によるネットワークへのアクセスをブロックしていないことを
確認してください。ネットワーク・アクセスが必要な Installation

Manager プロセスは javaw.exe です。
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e. 「OK」をクリックして設定を保存し、「設定」ウィンドウを終了します。

2. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージのインストール」をク
リックします。

3. 「パッケージのインストール」パネルで、選択可能なパッケージのリストに
Developer for System z が表示されます。リストされる Developer for System z

のバージョンは、インストール前に Installation Manager の設定で新しい更新リ
ポジトリーを追加したかどうかによって異なります。

v Installation Manager の設定でローカル更新リポジトリーまたはネットワーク更
新リポジトリーを追加した場合、「パッケージのインストール」パネルにリス
トされる Developer for System z のバージョンは更新リポジトリーに入って
いるバージョンです。

v Installation Manager の設定でリポジトリーを追加していない場合、リストされ
るバージョンは IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1.0 で
す。

インターネットに接続していて、Installation Manager によって更新が確認されて
IBM 更新リポジトリーからインストールされるようにする場合は、「その他の
バージョンおよび拡張機能を確認する (Check for Other Versions and
Extensions)」をクリックします。Installation Manager は、更新リポジトリーで選
択可能な更新を検索して、検出された場合はユーザーに通知します。

注: 選択可能なパッケージのリストに Rational Application Developer 7.0.0.3 も
表示される場合は、選択解除します。Rational Application Developer を再イ
ンストールする必要はありません。

注: オファリングの名前をクリックして、詳細情報を表示することができます。
情報は、パネル下部にある「詳細」セクションに表示されます。

インストールを続行する準備が整ったら、「次へ」をクリックします。

4. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みください。

a. ご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of the license
agreement)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

5. 「ロケーション」パネルで、Developer for System z をインストールするパッケ
ージ・グループとして、Rational Application Developer インストール済み環境が
入ったパッケージ・グループを選択します。

a. 「既存のパッケージ・グループの使用」をクリックします。

b. Rational Application Developer インストール済み環境が入ったパッケージ・グ
ループの名前をクリックします。パッケージ・グループ名をクリックする
と、「ロケーション」パネルの下部にパッケージ・グループの詳細情報およ
びそのパッケージ・グループに現在インストールされているパッケージのリ
ストが表示されます。パネル下部の「インストール済みパッケージ」セクシ
ョンを見て、正しいパッケージ・グループを選択していることを確認し、パ
ッケージ・グループにインストールされているパッケージの 1 つとして適切
なバージョンの Rational Application Developer がリストされていることを調
べることができます。
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c. パッケージ・グループの名前およびインストール・ディレクトリーは変更す
ることができません。これらの値は、パッケージ・グループの作成時に定義
されています。

d. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. 「フィーチャー」パネルで、インストールする Developer for System z のフィー
チャーを選択します。フィーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの
記述を表示することができます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳
細」セクションに表示されます。

インストールするフィーチャーの選択が終了したら、「次へ」をクリックしま
す。「フィーチャー」パネルの上部に「インストール・パッケージ「IBM
Rational Developer for System z」には、その他のパッケージによって提供され
るコンポーネントが必要です... (The installation package ’IBM Rational
Developer for System z’ requires components supplied by other packages...)」
というエラー・メッセージが示され、その後に Developer for System z に必要な
Rational Application Developer のフィーチャーのリストが表示されます。このエ
ラー・メッセージは、次の 2 つのうち、いずれかを示しています。

a. 既存の Rational Application Developer インストール済み環境には、Developer

for System z に必要な 1 つ以上のフィーチャーが欠落しています。既存の
Rational Application Developer インストール済み環境を変更して、欠落してい
るフィーチャーを組み込む必要があります。インストール済み環境の変更方
法について詳しくは、 36ページの『欠落している必須フィーチャーを組み込
むための既存の IBM Rational Application Developer インストール済み環境の
変更』を参照してください。

注: 既存の Rational Application Developer インストール済み環境を変更する
際、欠落しているフィーチャーをインストールするには元の Rational

Application Developer のインストール・メディアおよび更新メディアを用
意しなければならないことがあります。

欠落している必須フィーチャーをインストールしたら、Developer for System

z のインストールをステップ 1 から再試行してください。

b. Developer for System z は、インストールされている Rational Application

Developer のバージョンと互換性がありません。選択可能な Developer for

System z の更新を確認していなかった場合は、このセクションの始めにある
指示に従って Developer for System z の更新が使用可能であるかどうかを判
別してください。すでに更新を確認していて、入手可能な最新バージョンを
インストールしようとしている場合は、Developer for System z は Rational

Application Developer のバージョンと互換性がなく、Developer for System z

を同じパッケージ・グループにインストールすることはできません。以下の
いずれかを実行する必要があります。

v 推奨: Rational Application Developer 7.0.0.3 および Developer for System z

を新しいパッケージ・グループにインストールします。詳しくは、 32ペー
ジの『新規パッケージ・グループへのインストール』を参照してくださ
い。

v 可能な場合は、IBM Installation Manager の「パッケージのロールバック」
機能を使用して、Rational Application Developer インストール済み環境を
バージョン 7.0.0.3 にロールバックします。Installation Manager メインパ
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ネルで、「パッケージのロールバック」をクリックします。パネルに示さ
れる指示に従い、Rational Application Developer をバージョン 7.0.0.3 にロ
ールバックします。

注: システム構成、Installation Manager の設定、およびインストール履歴
によっては、Rational Application Developer をバージョン 7.0.0.3 にロ
ールバックできないことがあります。

7. Developer for System z のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択
項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をク
リックして変更します。インストールの選択項目が適切である場合は、「インス
トール」をクリックしてパッケージをインストールします。インストールが開始
され、進行標識にインストールが完了したパーセンテージが示されます。

8. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するためのメ
ッセージが表示されます。

a. 「ログ・ファイルの表示 (View log file)」をクリックして、現行セッション
のインストール・ログ・ファイルを新しいウィンドウで開きます。先に進む
には、「インストール・ログ (Installation Log)」ウィンドウを閉じる必要があ
ります。

b. 「終了」をクリックして、インストールを終了します。

c. Windows の「スタート」メニューから Developer for System z 製品を開始し
ます。「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「パッケージ・グループ
名」 ->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM Rational
Developer for System z」を選択します。

既存の Rational Software Architect インストール済み環境および
WebSphere Developer for System z インストール済み環境の更新

Rational Developer for System z は、既存の WebSphere Developer for System z バ
ージョン 7.0.x インストール済み環境の更新としてインストールすることができま
す。そのためには、Rational Software Architect もバージョン 7.0.0.3 に更新する必
要があります。すべての更新タスクは、IBM Installation Manager によって実行され
ます。Rational Software Architect の更新は Developer for System z のインストール
CD に組み込まれていないため、Rational Software Architect 7.0.0.3 を以下のいずれ
かの方法で入手する必要があります。

v システムがインターネットにアクセスできる場合、Installation Manager は、
Developer for System z のインストールと同時に、Rational Software Architect

7.0.0.3 の更新を IBM 更新リポジトリーから直接更新することができます。

v システムがインターネットにアクセスできない場合、あるいは Rational Software

Architect 7.0.0.3 をローカル・ロケーションまたはネットワーク・ロケーションか
らインストールする場合は、Rational Software Architect 7.0.0.3 の更新を Rational

Software Architect サポート Web サイト (http://www.ibm.com/software/

awdtools/architect/swarchitect/support/index.html) からダウンロードしま
す。以下のいずれかの方法で、Installation Manager がその更新を使用できるよう
にします。
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– 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを、Installation

Manager がインストール中にアクセスできるローカル・ロケーションまたはネ
ットワーク・ロケーションに解凍します。

– 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを一時ロケーション
に解凍して、IBM Packaging Utility を使用して更新パッケージをローカル更新
リポジトリーまたはネットワーク更新リポジトリーにコピーします。この方法
は、複数のユーザーがアクセスできるネットワーク更新リポジトリーで製品の
更新を維持したい場合に役立ちます。 IBM Packaging Utility を使用して独自
の更新リポジトリーを作成する方法について詳しくは、 65ページの『IBM

Packaging Utility』を参照してください。

インストール・ウィザードが IBM Installation Manager を開始していない場合、
CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを使用して
Installation Manager を開始します。

以下のステップは、既存の Rational Software Architect および Developer for System

z インストール済み環境を更新するプロセスです。

1. IBM Installation Manager メインパネルから以下を行います。

a. 「ファイル」>「設定」をクリックします。

b. 「設定」ウィンドウの左側にある「リポジトリー」をクリックします。

c. インストール中にシステムがインターネットにアクセスできる場合、「イン
ストールおよび更新時にサービス・リポジトリーを検索する (Search service
repositories during installation and updates)」というラベルのチェック・ボ
ックスにチェック・マークが付けられていることを確認してください。こう
すると、Installation Manager に対して IBM 更新リポジトリーで Rational

Software Architect の更新を検索するように指示することになります。

d. Developer for System z のインストール時にシステムがインターネットにアク
セスできず、更新をローカル更新リポジトリーまたはネットワーク更新リポ
ジトリーからインストールする計画の場合、Rational Software Architect

7.0.0.3 の更新をサポート Web サイト (http://www.ibm.com/software/

awdtools/architect/swarchitect/support/index.html)からダウンロードし
て、インストールを進める前に、次のようにしてリポジトリー・ロケーショ
ンを Installation Manager の設定に追加します。

1) 「リポジトリーの追加」をクリックします。

2) Rational Software Architect 7.0.0.3 の更新が入った更新リポジトリーのデ
ィレクトリー・パスまたは URL を入力します。「OK」をクリックしま
す。Installation Manager によって、指定されたリポジトリーに接続できる
ことが検査されます。Installation Manager がリポジトリーに接続できない
場合、エラー・メッセージが表示されます。その場合は、以下を行いま
す。

v ディレクトリー・パスまたは URL を正しく入力したこと、およびご使
用のシステムがそのロケーションにアクセスできることを確認してくだ
さい。

v ファイアウォールの背後にある場合、ファイアウォールが Installation

Manager によるネットワークへのアクセスをブロックしていないことを
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確認してください。ネットワーク・アクセスが必要な Installation

Manager プロセスは javaw.exe です。

e. 「OK」をクリックして設定を保存し、「設定」ウィンドウを終了します。

2. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージの更新」をクリックし
ます。

3. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして
更新をインストールします。Installation Manager は、それ自体を更新して、更新
を完了するには再始動する必要があることを通知します。「OK」をクリックし
て、Installation Manager を再始動します。Installation Manager が再始動した後、
再び「パッケージの更新」をクリックします。

4. 「パッケージの更新」パネルで、更新する Rational Software Architect および
WebSphere Developer for System z インストール済み環境が入ったパッケージ・
グループを選択します。パッケージ・グループの名前をクリックすると、その中
にインストールされている内容が表示されます。「次へ」をクリックします。

5. 「更新」パネルに、選択可能な Rational Software Architect 7.0.0.3 および
WebSphere Developer for System z の更新がリストされます。 Rational Software

Architect 7.0.0.3 がリストされない場合は、「すべてのバージョンを表示」をク
リックして、選択可能なその他のバージョンを表示します。 Rational Software

Architect 7.0.0.3 および IBM Rational Developer for System z の更新をインスト
ールするために選択します。「次へ」をクリックします。

6. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。インス
トールするように選択した各更新にご使用条件があります。「ライセンス」パネ
ルの左側にある各パッケージ名をクリックして、そのご使用条件を表示してくだ
さい。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

7. Rational Application Developer および WebSphere Developer for System z の更新
のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認します。前の
パネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変更します。
インストールの選択項目が適切である場合は、「更新」をクリックして更新をイ
ンストールします。更新のインストールが開始され、進行標識にインストールが
完了したパーセンテージが示されます。

8. 「完了」パネルで「終了」をクリックします。

9. Windows の「スタート」メニューから Developer for System z 製品を開始しま
す。「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「パッケージ・グループ名」
->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM Rational Developer for
System z」を選択します。

46 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



欠落している必須フィーチャーを組み込むための既存の Rational Software
Architect インストール済み環境の変更

Developer for System z には、Rational Software Architect のいくつかのフィーチャ
ーが必要です。これらのフィーチャーは、Developer for System z のインストール前
にインストールしておく必要があります。 Developer for System z を既存の
Rational Software Architect インストール済み環境が入ったパッケージ・グループに
インストールしていて、いずれかの必須フィーチャーが欠落している場合、既存の
Rational Software Architect インストール済み環境を変更して欠落しているフィーチ
ャーを組み込む必要があります。

インストール・ウィザードが IBM Installation Manager を開始していない場合、
CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを使用して
Installation Manager を開始します。

既存の Rational Software Architect インストール済み環境を変更する際、欠落してい
るフィーチャーをインストールするには元の Rational Software Architect のインスト
ール・メディアおよび更新メディアを用意しなければならないことがあります。以
下のステップは、既存の Rational Software Architect インストール済み環境を変更す
るプロセスです。

1. Installation Manager メインパネルで、「パッケージの変更」をクリックします。

2. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして
更新をインストールします。Installation Manager は、それ自体を更新して、更新
を完了するには再始動する必要があることを通知します。「OK」をクリックし
て、Installation Manager を再始動します。Installation Manager が再始動した後、
再び「パッケージの変更」をクリックします。

3. 「パッケージの変更」パネルで、変更する Rational Software Architect インスト
ール済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。パッケージ・グルー
プの名前をクリックすると、その中にインストールされている内容が表示されま
す。「次へ」をクリックします。

4. 「言語」パネルで、ご使用のシステムに追加する言語または除去する言語を選択
または選択解除します。

5. 「フィーチャー」パネルで、Rational Software Architect インストール済み環境に
追加するフィーチャーを選択します。すでにインストールされているフィーチャ
ーは、フィーチャーのリストで事前選択されます。フィーチャーの名前をクリッ
クして、そのフィーチャーの記述を表示することができます。フィーチャーの記
述は、パネル下部にある「詳細」セクションに表示されます。Developer for

System z に必要なすべてのフィーチャーを選択するようにしてください。イン
ストールしたいフィーチャーを追加できますが、どのフィーチャーも除去しない
ことをお勧めします。

以下の Rational Software Architect フィーチャーは、Developer for System z に
必要であり、インストールする必要があります。

v UML モデリング

v UML から UML への変換およびパターン

v J2EE および Web サービス開発ツール
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v Web 開発ツール

v J2EE コネクター (J2C) ツール

v テストおよびパフォーマンス・ツール・プラットフォーム (TPTP)

v プラグイン開発環境 (PDE)

v データ・ツール

v WebSphere Application Server 開発ツール

v WebSphere Application Server コンパイル時依存コンポーネント

6. Rational Software Architect インストール済み環境の変更を開始する前に、「要
約」パネルで選択項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合
は、「戻る」をクリックして変更します。選択項目が適切である場合は、「変
更」をクリックして、指定した変更をインストール済み環境に対して行います。
変更プロセスが開始され、進行標識にプロセスが完了したパーセンテージが示さ
れます。

7. 「完了」パネルで「終了」をクリックします。

既存の Rational Software Architect インストール済み環境のバージョン
7.0.0.3 への更新

Developer for System z を既存の Rational Software Architect インストール済み環境
が入ったパッケージ・グループにインストールする場合、Developer for System z の
インストールを進める前に、Rational Software Architect をバージョン 7.0.0.3 に更
新する必要があります。Rational Software Architect の更新は Developer for System

z のインストール CD に組み込まれていないため、Rational Software Architect

7.0.0.3 を以下のいずれかの方法で入手する必要があります。

1. システムがインターネットにアクセスできる場合、Installation Manager は、
Developer for System z のインストールと同時に、Rational Software Architect

7.0.0.3 の更新を IBM 更新リポジトリーから直接更新することができます。

2. システムがインターネットにアクセスできない場合、あるいは Rational Software

Architect 7.0.0.3 をローカル・ロケーションまたはネットワーク・ロケーション
からインストールする場合は、Rational Software Architect 7.0.0.3 の更新を
Rational Software Architect サポート Web サイト (http://www.ibm.com/

software/awdtools/architect/swarchitect/support/index.html) からダウンロ
ードします。以下のいずれかの方法で、Installation Manager がその更新を使用で
きるようにします。

v 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを、Installation

Manager がインストール中にアクセスできるローカル・ロケーションまたはネ
ットワーク・ロケーションに解凍します。

v 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを一時ロケーション
に解凍して、IBM Packaging Utility を使用して更新パッケージをローカル更新
リポジトリーまたはネットワーク更新リポジトリーにコピーします。この方法
は、複数のユーザーがアクセスできるネットワーク更新リポジトリーで製品の
更新を維持したい場合に役立ちます。 IBM Packaging Utility を使用して独自
の更新リポジトリーを作成する方法について詳しくは、 65ページの『IBM

Packaging Utility』を参照してください。
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インストール・ウィザードが IBM Installation Manager を開始していない場合は、
CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを使用して
IBM Installation Manager を開始します。

以下のステップは、既存の Rational Software Architect インストール済み環境を更新
するプロセスです。

1. IBM Installation Manager のメインパネルから以下を行います。

a. 「ファイル」>「設定」をクリックします。

b. 「設定」ウィンドウの左側にある「リポジトリー」をクリックします。

c. インストール中にシステムがインターネットにアクセスできる場合、「イン
ストールおよび更新時にサービス・リポジトリーを検索する (Search service
repositories during installation and updates)」というラベルのチェック・ボ
ックスにチェック・マークが付けられていることを確認してください。こう
すると、Installation Manager に対して IBM 更新リポジトリーで Rational

Software Architect の更新を検索するように指示することになります。

d. Developer for System z のインストール時にシステムがインターネットにアク
セスできず、更新をローカル更新リポジトリーまたはネットワーク更新リポ
ジトリーから直接インストールする計画の場合、Rational Software Architect

7.0.0.3 の更新をサポート Web サイト (http://www.ibm.com/software/

awdtools/architect/swarchitect/support/index.html) からダウンロードし
て、インストールを進める前に、次のようにしてリポジトリー・ロケーショ
ンを Installation Manager の設定に追加します。

1) 「リポジトリーの追加」をクリックします。

2) Rational Software Architect 7.0.0.3 の更新が入った更新リポジトリーのデ
ィレクトリー・パスまたは URL を入力します。「OK」をクリックしま
す。Installation Manager によって、指定されたリポジトリーに接続できる
ことが検査されます。 Installation Manager がリポジトリーに接続できな
い場合、エラー・メッセージが表示されます。その場合は、以下を行いま
す。

v ディレクトリー・パスまたは URL を正しく入力したこと、およびご使
用のシステムがそのロケーションにアクセスできることを確認してくだ
さい。

v ファイアウォールの背後にある場合、ファイアウォールが Installation

Manager によるネットワークへのアクセスをブロックしていないことを
確認してください。ネットワーク・アクセスが必要な Installation

Manager プロセスは javaw.exe です。

e. 「OK」をクリックして設定を保存し、「設定」ウィンドウを終了します。

2. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージの更新」をクリックし
ます。

3. IBM Installation Manager の新規バージョンがある場合は、更新するように求め
るプロンプトが出されます。プロンプトが出されたら、「はい」をクリックして
更新をインストールします。Installation Manager は、それ自体を更新して、更新
を完了するには再始動する必要があることを通知します。「OK」をクリックし
て、Installation Manager を再始動します。Installation Manager が再始動した後、
再び「パッケージの更新」をクリックします。
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4. 「パッケージの更新」パネルで、更新する Rational Software Architect インスト
ール済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。パッケージ・グルー
プの名前をクリックすると、その中にインストールされている内容が表示されま
す。「次へ」をクリックします。

5. 「更新」パネルに、選択可能な Rational Software Architect 7.0.0.3 の更新がリス
トされます。更新を選択して、「次へ」をクリックします。

6. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreement)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

7. Rational Software Architect 7.0.0.3 の更新を開始する前に、「要約」パネルで選
択項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」を
クリックして変更します。インストールの選択項目が適切である場合は、「更
新」をクリックして更新をインストールします。更新のインストールが開始さ
れ、進行標識にインストールが完了したパーセンテージが示されます。

8. 「完了」パネルで「終了」をクリックします。

Rational Software Architect 7.0.0.3 がインストールされているシステム
へのインストール

Developer for System z に必要なすべてのフィーチャーを含む既存の Rational

Software Architect 7.0.0.3 インストール済み環境がある場合、Rational Software

Architect 7.0.0.3 が入った同じパッケージ・グループに Developer for System z を直
接インストールすることができます。

インストール・ウィザードが IBM Installation Manager を開始していない場合は、
CD1 のルート・ディレクトリーにある startRDzInstall.bat ファイルを使用して
IBM Installation Manager を開始します。

以下のステップは、Developer for System z を既存の Rational Software Architect

7.0.0.3 インストール済み環境があるシステムにインストールするプロセスです。

1. 「パッケージのインストール」パネルで、IBM Rational Developer for System z

オファリングを選択します。選択可能なパッケージのリストに Rational Software

Architect 7.0.0.3 も表示される場合は、選択解除します。Rational Software

Architect 7.0.0.3 を再インストールする必要はありません。

オファリングの名前をクリックして、詳細情報を表示することができます。情報
は、パネル下部にある「詳細」セクションに表示されます。

インストールを続行する準備が整ったら、「次へ」をクリックします。

2. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みください。

a. ご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of the license
agreement)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

3. 「ロケーション」パネルで、次のようにして、Developer for System z をインス
トールするパッケージ・グループとして、Rational Software Architect 7.0.0.3 イ
ンストール済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。

50 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



a. 「既存のパッケージ・グループの使用」をクリックします。

b. Rational Software Architect 7.0.0.3 インストール済み環境が入ったパッケー
ジ・グループの名前をクリックします。パッケージ・グループ名をクリック
すると、「ロケーション」パネルの下部にパッケージ・グループの詳細情報
およびそのパッケージ・グループに現在インストールされているパッケージ
のリストが表示されます。

パネル下部の「インストール済みパッケージ」セクションを見て、パッケー
ジ・グループにインストールされているパッケージの 1 つとして適切なバー
ジョンの Rational Software Architect がリストされていることを調べることに
よって、正しいパッケージ・グループを選択していることを確認できます。

c. パッケージ・グループの名前およびインストール・ディレクトリーは変更す
ることができません。これらの値は、パッケージ・グループの作成時に定義
されています。

d. 「次へ」をクリックして先に進みます。

4. 「フィーチャー」パネルで、インストールする IBM Rational Developer for

System z のフィーチャーを選択します。フィーチャーの記述は、パネル下部に
ある「詳細」セクションに表示されます。インストールするフィーチャーの選択
が終了したら、「次へ」をクリックします。

5. Developer for System z のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択
項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をク
リックして変更します。インストールの選択項目が適切である場合は、「インス
トール」をクリックしてパッケージをインストールします。インストールが開始
され、進行標識にインストールが完了したパーセンテージが示されます。

6. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するためのメ
ッセージが表示されます。

a. 「ログ・ファイルの表示 (View log file)」をクリックして、現行セッション
のインストール・ログ・ファイルを新しいウィンドウで開きます。

b. 「終了」をクリックして、インストールを終了します。

c. Windows の「スタート」メニューから Developer for System z 製品を開始し
ます。「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「パッケージ・グループ
名」 ->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM Rational
Developer for System z」を選択します。

Rational Software Architect がバージョン 7.0.0.3 より後のシステムへの
インストール

Developer for System z をインストールするには、その前に、システムに Rational

Software Architect 7.0.0.3 がインストールされている必要があります。既存の
Rational Software Architect インストール済み環境がバージョン 7.0.0.3 より後であ
る場合、ご使用の Rational Software Architect と互換性のあるパッケージを作成する
には、Developer for System z に対する追加の更新をインストールする必要がありま
す。使用可能な更新がある場合、IBM Installation Manager が Developer for System

z のインストール時にそれらにアクセスできる必要があります。以下のいずれかの
方法で、Developer for System z の更新を確認および入手することができます。
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1. インストール中にシステムがインターネットにアクセスできる場合、Installation

Manager は推奨される最新の更新があるか検査して、Developer for System z の
インストールと同時に直接 IBM 更新リポジトリーからインストールすることが
できます。

2. インストール中にシステムがインターネットにアクセスできない場合は、
Developer for System z サポート Web サイト (http://www.ibm.com/software/

awdtools/devzseries/support/) で推奨される最新の更新を確認する必要があり
ます。使用可能な更新がある場合、Developer for System z のインストールを実
行する前に更新パッケージをダウンロードします。以下のいずれかの方法で、
Installation Manager がその更新を使用できるようにします。

v 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを、Installation

Manager が Developer for System z のインストール中にアクセスできるロー
カル・ロケーションまたはネットワーク・ロケーションに解凍します。

v 更新をダウンロードした後、更新リポジトリー・ファイルを一時ロケーション
に解凍して、IBM Packaging Utility を使用して更新パッケージをローカル更新
リポジトリーまたはネットワーク更新リポジトリーにコピーします。この方法
は、複数のユーザーがアクセスできるネットワーク更新リポジトリーで製品の
更新を維持したい場合に役立ちます。 IBM Packaging Utility を使用して独自
の更新リポジトリーを作成する方法について詳しくは、 65ページの『IBM

Packaging Utility』を参照してください。

使用可能な更新がない場合は、Developer for System z のインストールに進みま
す。

インストール・ウィザードが IBM Installation Manager を開始していない場合は、
CD1 のルート・ディレクトリーにある StartIMSetup.bat ファイルを使用して IBM

Installation Manager を開始します。

以下の手順は、Developer for System z を既存の Rational Software Architect インス
トール済み環境がバージョン 7.0.0.3 より後のシステムにインストールするプロセス
です。

1. IBM Installation Manager のメインパネルから以下を行います。

a. 「ファイル」>「設定」をクリックします。

b. 「設定」ウィンドウの左側にある「リポジトリー」をクリックします。

c. Developer for System z のインストール中にシステムがインターネットにアク
セスできる場合、「インストールおよび更新時にサービス・リポジトリーを
検索する (Search service repositories during installation and updates)」とい
うラベルのチェック・ボックスにチェック・マークが付けられていることを
確認してください。こうすると、Installation Manager に対して IBM 更新リ
ポジトリーで Developer for System z の更新を検索するように指示すること
になります。

d. Developer for System z のインストール中にシステムがインターネットにアク
セスできず、更新をローカル更新リポジトリーまたはネットワーク更新リポ
ジトリーから直接インストールする計画の場合、更新を Developer for System

z サポート Web サイトからダウンロードして、インストールを進める前
に、次のようにして、リポジトリー・ロケーションを Installation Manager の
設定に追加します。

52 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



1) 「リポジトリーの追加」をクリックします。

2) Developer for System z の更新が入った更新リポジトリーのディレクトリ
ー・パスまたは URL を入力します。「OK」をクリックします。
Installation Manager によって、指定されたリポジトリーに接続できること
が検査されます。Installation Manager がリポジトリーに接続できない場
合、エラー・メッセージが表示されます。その場合は、以下を行います。

v ディレクトリー・パスまたは URL を正しく入力したこと、およびご使
用のシステムがそのロケーションにアクセスできることを確認してくだ
さい。

v ファイアウォールの背後にある場合、ファイアウォールが Installation

Manager によるネットワークへのアクセスをブロックしていないことを
確認してください。ネットワーク・アクセスが必要な Installation

Manager プロセスは javaw.exe です。

e. 「OK」をクリックして設定を保存し、「設定」ウィンドウを終了します。

2. IBM Installation Manager メインパネルで、「パッケージのインストール」をク
リックします。

3. 「パッケージのインストール」パネルで、選択可能なパッケージのリストに
IBM Rational Developer for System z が表示されます。リストされる Developer

for System z のバージョンは、インストール前に Installation Manager の設定で
新しい更新リポジトリーを追加したかどうかによって異なります。

v Installation Manager の設定でローカル更新リポジトリーまたはネットワーク更
新リポジトリーを追加した場合、「パッケージのインストール」パネルにリス
トされる Developer for System z のバージョンは更新リポジトリーに入って
いるバージョンです。

v Installation Manager の設定でリポジトリーを追加していない場合、リストされ
るバージョンは Developer for System z です。

インターネットに接続していて、Installation Manager によって更新が確認されて
IBM 更新リポジトリーからインストールされるようにする場合は、「その他の
バージョンおよび拡張機能を確認する (Check for Other Versions and
Extensions)」をクリックします。Installation Manager は、更新リポジトリーで選
択可能な更新を検索して、検出された場合はユーザーに通知します。

注: 選択可能なパッケージのリストに Rational Application Developer または
Rational Software Architect も表示される場合は、選択解除します。Rational

Application Developer または Rational Software Architect を再インストール
する必要はありません。

オファリングの名前をクリックして、詳細情報を表示することができます。情報
は、パネル下部にある「詳細」セクションに表示されます。インストールを続行
する準備が整ったら、「次へ」をクリックします。

4. 「ライセンス」パネルで、選択したパッケージのご使用条件をお読みください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreement)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。
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5. 「ロケーション」パネルで、次のようにして、Developer for System z をインス
トールするパッケージ・グループとして、Rational Software Architect インストー
ル済み環境が入ったパッケージ・グループを選択します。

a. 「既存のパッケージ・グループの使用」をクリックします。

b. Rational Software Architect インストール済み環境が入ったパッケージ・グル
ープの名前をクリックします。パッケージ・グループ名をクリックすると、
「ロケーション」パネルの下部にパッケージ・グループの詳細情報およびそ
のパッケージ・グループに現在インストールされているパッケージのリスト
が表示されます。パネル下部の「インストール済みパッケージ」セクション
を見て、正しいパッケージ・グループを選択選択していることを確認し、パ
ッケージ・グループにインストールされているパッケージの 1 つとして適切
なバージョンの Rational Software Architect がリストされていることを調べる
ことができます。

c. パッケージ・グループの名前およびインストール・ディレクトリーは変更す
ることができません。これらの値は、パッケージ・グループの作成時に定義
されています。

d. 「次へ」をクリックして先に進みます。

6. 「フィーチャー」パネルで、インストールする Developer for System z のフィー
チャーを選択します。フィーチャーの名前をクリックして、そのフィーチャーの
記述を表示することができます。フィーチャーの記述は、パネル下部にある「詳
細」セクションに表示されます。

インストールするフィーチャーの選択が終了したら、「次へ」をクリックしま
す。「フィーチャー」パネルの上部に「インストール・パッケージ「IBM
Rational Developer for System z」には、その他のパッケージによって提供され
るコンポーネントが必要です... (The installation package ’IBM Rational
Developer for System z’ requires components supplied by other packages...)」
というエラー・メッセージが示され、その後に Developer for System z に必要な
Rational Software Architect のフィーチャーのリストが表示されます。このエラ
ー・メッセージは、次の 2 つのうち、いずれかを示しています。

a. 既存の Rational Software Architect インストール済み環境には、Developer for

System z に必要な 1 つ以上のフィーチャーが欠落しています。既存の
Rational Software Architect インストール済み環境を変更して、欠落している
フィーチャーを組み込む必要があります。インストール済み環境の変更方法
について詳しくは、 47ページの『欠落している必須フィーチャーを組み込む
ための既存の Rational Software Architect インストール済み環境の変更』を参
照してください。

注: 既存の Rational Software Architect インストール済み環境を変更する際、
欠落しているフィーチャーをインストールするには元の Rational Software

Architect のインストール・メディアを用意しなければならないことがあ
ります。

欠落している必須フィーチャーをインストールしたら、Developer for System

z のインストールをステップ 1 から再試行してください。

b. Developer for System z は、インストールされている Rational Software

Architect のバージョンと互換性がありません。選択可能な Developer for

System z の更新を確認していなかった場合は、このセクションの始めにある
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指示に従って Developer for System z の更新が使用可能であるかどうかを判
別してください。すでに更新を確認していて、入手可能な最新バージョンを
インストールしようとしている場合は、Developer for System z は Rational

Software Architect のバージョンと互換性がなく、Developer for System z を
同じパッケージ・グループにインストールすることはできません。以下のい
ずれかを実行する必要があります。

v 推奨: Rational Software Architect 7.0.0.3 および Developer for System z を
新しいパッケージ・グループにインストールします。詳しくは、 32ページ
の『新規パッケージ・グループへのインストール』を参照してください。

v 可能な場合は、IBM Installation Manager の「パッケージのロールバック」
機能を使用して、Rational Software Architect インストール済み環境をバー
ジョン 7.0.0.3 にロールバックします。Installation Manager メインパネル
で、「パッケージのロールバック」をクリックします。パネルに示される
指示に従い、Rational Software Architect をバージョン 7.0.0.3 にロールバ
ックします。

注: システム構成、Installation Manager の設定、およびインストール履歴
によっては、Rational Software Architect をバージョン 7.0.0.3 にロー
ルバックできないことがあります。

7. Developer for System z のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択
項目を確認します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をク
リックして変更します。インストールの選択項目が適切である場合は、「インス
トール」をクリックしてパッケージをインストールします。インストールが開始
され、進行標識にインストールが完了したパーセンテージが示されます。

8. インストール・プロセスが完了すると、インストールの成功を確認するためのメ
ッセージが表示されます。

a. 「ログ・ファイルの表示 (View log file)」をクリックして、現行セッション
のインストール・ログ・ファイルを新しいウィンドウで開きます。

b. 「終了」をクリックして、インストールを終了します。

c. Windows の「スタート」メニューから Developer for System z 製品を開始し
ます。「スタート」->「すべてのプログラム」-> 「パッケージ・グループ
名」 ->「IBM Rational Developer for System z」->「IBM Rational
Developer for System z」を選択します。

サイレント・インストール
サイレント・モードで Installation Manager を実行して、IBM Rational Application

Developer および IBM Rational Developer for System z パッケージをインストール
することができます。Installation Manager をサイレント・モードで実行すると、そ
のユーザー・インターフェースが使用不可になるため、応答ファイルを使用して、
パッケージのインストールに必要なコマンドを入力します。

サイレント・モードで Installation Manager を実行すると、バッチ・プロセスを使用
して、スクリプトによりパッケージをインストール、更新、変更、およびアンイン
ストールできるので、便利です。
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Installation Manager をインストールしてからでないと、 IBM Rational Application

Developer および IBM Rational Developer for System z パッケージをサイレント・
インストールできないことに注意してください。 Installation Manager のインストー
ルについて詳しくは、 20ページの『Installation Manager のインストール』を参照し
てください。 Installation Manager は、対話式またはサイレントでインストールでき
ます。

サイレント・インストールには次の 3 つのメインタスクがあります。

1. IBM Packaging Utility を使用してインストール・リポジトリーを作成する

2. 応答ファイルを作成する

3. Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実行する

IBM Packaging Utility を使用してインストール・リポジトリーを
作成する方法

応答ファイルを作成し、それを使用してサイレント・インストールを実行する前
に、IBM Packaging Utility を使用してインストール・リポジトリーを作成する必要
があります。インストール・リポジトリーには、IBM Rational Application Developer

および IBM Rational Developer for System z インストール・パッケージが入れられ
ます。リポジトリーは、ローカル・ドライブ、またはネットワーク上の他のユーザ
ーがアクセス可能な共用ネットワーク・ドライブ、あるいは HTTP または HTTPS

サーバーに作成できます。Packaging Utility を使用したインストール・リポジトリー
の作成について詳しくは、 65ページの『IBM Packaging Utility』を参照してくださ
い。

応答ファイルの作成
応答ファイルは、Installation Manager を使用して IBM Rational Application

Developer および IBM Rational Developer for System z パッケージをインストール
するときに、アクションを記録することによって作成できます。応答ファイルを記
録すると、Installation Manager GUI で選択したすべての項目が XML ファイルに保
管されます。 Installation Manager をサイレント・モードで実行すると、Installation

Manager は XML 応答ファイルを使用して、パッケージの入ったリポジトリーの場
所を探索したり、インストールするフィーチャーを選択したりします。

インストール (またはアンインストール) 用の応答ファイルを記録するには、以下を
行います。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリー内の
eclipse サブディレクトリーに移動します。例: cd C:¥Program

Files¥IBM¥Installation Manager¥eclipse

2. コマンド行で、次のコマンドを入力して Installation Manager を開始します。応
答ファイルおよびログ・ファイル (オプション) の名前とロケーションは、ご使
用のものに置き換えてください。

launcher.bat -record <response file path and name>.xml
-log <log file path and name>.xml

例:

launcher.bat -record [response file path and name].xml
-log [log file path and name].xml
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注: 入力するファイル・パスが存在することを確認してください。Installation

Manager は、応答ファイルおよびログ・ファイル用のディレクトリーを作成
しません。

3. Installation Manager GUI を使用して、IBM Rational Application Developer およ
び IBM Rational Developer for System z パッケージをインストールします。

4. Installation Manager を終了します。

Installation Manager を終了した後、XML 応答ファイルが作成され、Installation

Manager を起動するのに使用するコマンドで指定したロケーションに格納されま
す。

最初の IBM Rational Developer for System z インストール CD の Silent Install デ
ィレクトリーに、IBM Rational Application Developer および IBM Rational

Developer for System z をインストールするために使用できるサンプル応答ファイル
があります。このファイルを、インストール・パッケージ・リポジトリーを作成し
たロケーションにコピーし、それを使用してサイレント・インストールを実行する
ことができます。また、このファイルを別のロケーションにコピーして、応答ファ
イル内のリポジトリー・ロケーションの設定情報を取得するために、 60ページの
『サイレント・インストール・コマンド』 を参照することもできます。

Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実
行

Installation Manager は、コマンド行からサイレント・インストール・モードで実行
できます。

サイレント・モードでの実行方法に関するその他の資料については、Installation

Manager オンライン・ヘルプを参照してください。

Installation Manager の開始コマンド launcher.bat に -silent 引数を追加すると、
Installation Manager をサイレント・モードで実行できます。

launcher.bat -silent [arguments]

下の表に、サイレント・インストール・コマンドで使用する引数についての説明が
あります。

表 3.

引数 説明

-input Installation Manager の入力として XML 応答ファイルを指定します。応答フ
ァイルには、Installation Manager が実行するコマンドが入っています。

-log (オプション) サイレント・インストールの結果を記録するログ・ファイルを指
定します。ログ・ファイルは XML です。

Installation Manager をサイレント・インストール・モードで実行するには、以下を
行います。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリー内の
eclipse サブディレクトリーに移動します。例: cd C:¥Program

Files¥IBM¥Installation Manager¥eclipse
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2. 次のコマンドを入力して実行します。応答ファイルおよびログ・ファイル (オプ
ション) のロケーションは、ご使用のものに置き換えてください。例:

launcher.bat -silent -input c:¥mylog¥responsefile.xml -log

c:¥mylog¥silent_install_log.xml

Installation Manager がサイレント・インストール・モードで実行されます。
Installation Manager は応答ファイルを読み取り、指定されたディレクトリーへロ
グ・ファイルを書き込みます。サイレント・インストール・モードでの実行時には
応答ファイルは必須ですが、ログ・ファイルはオプションです。正常にインストー
ルされると、戻りコード 0 で終了します。インストールがゼロ以外の数値で終了す
る場合、インストールは失敗しています。ゼロ以外の戻りコードを受け取る場合
は、応答ファイルおよびログ・ファイルで失敗の考えられる原因を調べてくださ
い。ログ・ファイルについて詳しくは、 64ページの『サイレント・インストール・
ログ・ファイル』を参照してください。

応答ファイル・コマンド
Installation Manager のサイレント・インストール機能を使用する場合は、Installation

Manager が実行しなければならないすべてのコマンドを収容する応答ファイルを作
成する必要があります。これを行うには、IBM Rational Application Developer およ
び IBM Rational Developer for System z パッケージをインストールする際のアクシ
ョンを記録することによって、応答ファイルを作成する方法をお勧めします。ただ
し、応答ファイルは手動で作成または編集することもできます。

応答ファイルのコマンドには、次の 2 つのカテゴリーがあります。

v 設定コマンドは、Installation Manager の「ファイル」->「設定...」にある、リポジ
トリー・ロケーション情報などの設定を設定するために使用します。

v サイレント・インストール・コマンドは、Installation Manager で「パッケージの
インストール (Install Packages)」ウィザードをエミュレートするために使用しま
す。

サイレント・インストール設定コマンド
通常、設定は「設定」ウィンドウで指定しますが、サイレント・インストール時に
使用する応答ファイルで、設定 (キーとして識別) を指定することもできます。

注: 複数の設定を応答ファイルに指定できます。

設定を応答ファイルに定義すると、XML コードは次の例のようなものになります。

<preference>
name = "the key of the preference"
value = "the value of the preference to be set"
</preferences>

下の表を使用して、サイレント・インストール設定のキーとその関連値を確認して
ください。
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表 4.

キー 値 注

com.ibm.cic.common.core.preferences.logLocation Installation

Manager ログ・フ
ァイルのロケーシ
ョンを指定しま
す。

重要: このキーは
任意指定であり、
テストおよびデバ
ッグ用に設計され
ています。ログ・
ファイルのロケー
ションを指定しな
かった場合、
Installation Manager

のサイレント・イ
ンストールおよび
UI バージョンは両
方とも、同じロケ
ーションを使用し
ます。

com.ibm.cic.license.policy.location リモート・ライセ
ンス・ポリシー・
ファイルのある場
所を定義する
URL を指定しま
す。

com.ibm.cic.common.core.preferences.

http.proxyEnabled

True または False False がデフォルト
値です。

com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyHost ホスト名または
IP アドレス

com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.

http.proxyUseSocks

True または False False がデフォルト
値です。

com.ibm.cic.common.core.preferences.

SOCKS.proxyHost

ホスト名または
IP アドレス

com.ibm.cic.common.core.preferences.

SOCKS.proxyPort

ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences. ftp.proxyEnabled True または False False がデフォルト
値です。

com.ibm.cic.common.core.preferences. ftp.proxyHost ホスト名または
IP アドレス

com.ibm.cic.common.core.preferences. ftp.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.eclipseCache c:¥IBM¥common

注: 上記のパス
は、この設定のデ
フォルト値です。
通常、インストー
ル・パッケージ
が、この設定の独
自の値を提供しま
す。

すでにパッケージ
をインストールし
ている場合は、こ
のロケーションを
変更することはで
きません。
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表 4. (続き)

キー 値 注

com.ibm.cic.agent.core.pref.offering.service.repositories.

areUsed

True または False 使用不可にするに
は、この設定を
「False」に変更し
ます。「True」の
場合、製品のイン
ストール時または
更新時にすべての
リンクされたリポ
ジトリーが検索さ
れます。

com.ibm.cic.common.core.preferences.

preserveDownloadedArtifacts

True または False 使用不可にするに
は、この設定を
「False」に変更し
ます。「True」の
場合、パッケージ
を前のバージョン
にロールバックす
るのに必要なファ
イルがシステムに
保管されます。
「False」の場合、
ファイルは保管さ
れません。これら
のファイルを保管
しない場合、ロー
ルバックするため
に元のリポジトリ
ーまたはメディア
に接続する必要が
あります。

サイレント・インストール・コマンド
この参照テーブルを使用して、サイレント・インストール時に使用する応答ファイ
ル・コマンドについてさらに学習することができます。
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表 5.

応答ファイル・コマンド 説明

プロファイルの設定

<profile id="the profile
(package group) id"

installLocation="the install
location of the profile">

<data key="key1" value=”value1”/>
<data key="key2" value=”value2”/>
</profile>

このコマンドを使用して、パッケージ・グ
ループ (またはインストール・ロケーショ
ン) を作成します。指定されたパッケー
ジ・グループがすでに存在する場合、この
コマンドは無効です。現在のところ、プロ
ファイルの作成時に、サイレント・インス
トールは Eclipse 用とネイティブ用の 2

つのインストール・コンテキストも作成し
ます。プロファイルは、インストール・ロ
ケーションです。

プロファイルのプロパティーを設定するた
めに <data> エレメントを使用できます。

次のリストに、現在サポートされているキ
ーおよび関連した値を示します。

v eclipseLocation キーは、既存の
Eclipse のロケーション値を指定します
(例えば、c:¥myeclipse¥eclipse)。

v cic.selector.nl キーは、自然言語
(NL) ロケール選択を指定します (例え
ば、zh、ja、および en)。
注: 複数の NL 値はコンマで区切りま
す。

次のリストに、現在サポートされている言
語コードを示します。

v 英語 (en)

v フランス語 (fr)

v 中国語 (簡体字) (zh)

v 中国語 (繁体字) (台湾) (zh_TW)

v ドイツ語 (de)

v 日本語 (ja)

v スペイン語 (es)

v 韓国語 (ko)

v ポルトガル語 (pt_BR)

リポジトリーの設定

<server>
<repository

location="http:/xxx/repository/">
<repository

location="file:/C:/repository/">
<!--add more repositories below>
<...>

</server>

このコマンドを使用して、サイレント・イ
ンストール時に使用するリポジトリーを指
定します。各リポジトリー・ロケーション
には、URL またはファイル・パスを指定
できます。
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表 5. (続き)

応答ファイル・コマンド 説明

インストール

<install>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!--add more offerings below>
<...>

</install>

このコマンドを使用して、インストールす
るインストール・パッケージを指定しま
す。

プロファイル ID は、既存のプロファイ
ル、または set profile コマンドで作成した
プロファイルと一致する必要があります。

フィーチャー ID は、″feature1, feature2″

のようなコンマ区切りリストで任意に指定
できます。フィーチャー ID を指定しなか
った場合は、指定したオファリング内のす
べてのデフォルト・フィーチャーがインス
トールされます。

注: 必須フィーチャーは、コンマ区切りリ
ストで明示的に指定されなかった場合で
も、インストールに組み込まれます。

<install modify=″true″> または <uninstall

modify=″true″> (オプションの属性)

<uninstall modify="true">
<offering

profile="profileID"id="Id"
version="Version"
features="-"/>

</uninstall>

インストールおよびアンインストールのコ
マンドで <install modify="true"> 属性
を使用して、既存のインストールを変更す
るかどうかを指定します。属性が「True」
に設定されない場合、値はデフォルトで
「False」になります。変更操作の意図が追
加の言語パックをインストールすることの
みである場合、オファリング・フィーチャ
ー ID にハイフン「-」を使用して、新し
いフィーチャーを追加しないことを指定し
てください。

重要: modify=true およびハイフン「-」フ
ィーチャー・リストは、例で示されている
ように指定する必要があります。そうでな
いと、インストール・コマンドはオファリ
ングのデフォルト・フィーチャーをインス
トールし、アンインストール・コマンドは
すべてのフィーチャーを除去します。

62 IBM Rational Developer for System z: インストール・ガイド



表 5. (続き)

応答ファイル・コマンド 説明

アンインストール

<uninstall>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!--add more offerings below>
<...>

</uninstall>

このコマンドを使用して、アンインストー
ルするインストール・パッケージを指定し
ます。

プロファイル ID は、既存のプロファイ
ル、または profile コマンドで指定された
プロファイルと一致する必要があります。
さらに、フィーチャー ID を指定しなかっ
た場合は、指定したオファリング内のすべ
てのフィーチャーがアンインストールさ
れ、オファリング ID を指定しなかった場
合は、指定したプロファイル内のすべての
インストール済みオファリングがアンイン
ストールされます。

ロールバック

<rollback>
<offering profile= "profile id"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!--add more offerings below>
<...>

</rollback>

このコマンドを使用して、指定されたオフ
ァリングを、指定されたプロファイルに現
在インストールされているバージョンから
ロールバックします。ロールバック・コマ
ンドでフィーチャーを指定することはでき
ません。

InstallAll

<installALL/>

注: このコマンドは、次のコマンドを使用する
のと同等です。

-silent -installAll

このコマンドを使用して、すべての使用可
能なインストール可能パッケージを、サイ
レントで検索およびインストールします。

UpdateAll

<updateALL/>

注: このコマンドは、次のコマンドを使用する
のと同等です。

-silent -updateAll

このコマンドを使用して、すべての使用可
能なインストール可能パッケージを、サイ
レントで検索および更新します。

参照: サンプル応答ファイル
XML ベースの応答ファイルを使用して、サイレント・インストール設定、リポジト
リー・ロケーション、パッケージ・グループなどの事前定義情報を指定できます。
応答ファイルは、インストール・パッケージをサイレントにインストールするこ
と、またインストール・パッケージのロケーションおよび設定を標準化することを
必要とするチームや会社に役立ちます。

サンプル応答ファイル

<agent-input >
<!-- add preferences -->
<preference name="com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyEnabled"
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value="c:/temp"/>
<!-- create the profile if it doesn’t exist yet -->
<profile id="my_profile" installLocation="c:/temp/my_profile"></profile>
<server>
<repository

location=
"http://a.site.com/local/products/sample/20060615_1542/repository/">

</repository>/server>

<install>
<offering profile= "my_profile" features= "core" id= "ies"

version= "3.2.0.20060615"> </offering>
</install>

</agent-input>

サイレント・インストール・ログ・ファイル
サイレント・インストール・ログ・ファイルで、サイレント・インストール・セッ
ションの結果を確認できます。

サイレント・インストール機能は、サイレント・インストール実行の結果を記録す
る XML ベースのログ・ファイルを作成します (ログ・ファイル・パスが -log

<your log file path>.xml を使用して指定される場合)。サイレント・インストー
ル・セッションが成功した場合、そのログ・ファイルには、<result> </result> の
ルート・エレメントのみが入ります。しかし、インストール中にエラーが発生した
場合、サイレント・インストール・ログ・ファイルには、次のようなメッセージと
ともにエラー・エレメントが入れられます。

<result>
<error> Cannot find profile: profile id</error>
<error> some other errors</error>

</result>

Installation Manager データ域に生成されたログを調べることで、詳細な分析を行う
ことができます。設定コマンドを使用して、応答ファイル・トピックで示されてい
るように、オプションでデータ域を望ましいロケーションに設定することができま
す。

Installation Manager をウィザード・モードで実行
ウィザード・モードは、指定された応答ファイルに基づいてユーザーの設定および
インストールまたはアンインストールの選択がすでに設定されている状態で、
Installation Manager をインストール・ウィザードまたはアンインストール・ウィザ
ードのいずれかで開始します。応答ファイルには、設定コマンドおよびインストー
ルまたはアンインストール・コマンドのみを入れられます。Installation Manager を
ウィザード・モードで実行する場合、同じ応答ファイルでインストール・コマンド
とアンインストール・コマンドを混用することはできません。

コマンド行に次のコマンドを入力して、Installation Manager をウィザード・モード
で開始します。

launcher -mode wizard -input <response file>
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IBM Packaging Utility
IBM Packaging Utility ソフトウェアを使用して、HTTP または HTTPS 経由で使用
可能な Web サーバーに配置できるリポジトリーにパッケージをコピーできます。

Packaging Utility ソフトウェアは、IBM Rational の補助 CD に入っています。IBM

Rational Application Developer および IBM Rational Developer for System z パッケ
ージの入ったリポジトリーを、HTTP 経由で使用可能な Web サーバーに配置する
場合は、Packaging Utility を使用して、それらのパッケージをリポジトリーにコピー
する必要があります。

このユーティリティーを使用して、以下の作業を行うことができます。

v パッケージの新規リポジトリーを生成します。

v パッケージを新規リポジトリーにコピーします。複数のパッケージを単一リポジ
トリーにコピーして、IBM Installation Manager を使用した製品のインストール元
となる共通ロケーションを企業内に作成することができます。

v パッケージをリポジトリーから削除します。

ツールの使用方法について詳しくは、Packaging Utility のオンライン・ヘルプを参照
してください。

Packaging Utility のインストール
IBM Packaging Utility を使用して、IBM Rational Application Developer および IBM

Rational Developer for System z パッケージをコピーするには、IBM Packaging

Utility を圧縮ファイルから解凍する必要があります。

以下の手順で、IBM Packaging Utility ソフトウェアを解凍します。

1. Packaging Utility 圧縮ファイルを IBM Rational 補助 CD で探します。Packaging

Utility を収容する圧縮ファイルは、IBM Rational Application Developer 補助 CD

に入っています。

v PackagingUtility¥pu.disk_win32.zip

2. ユーティリティーの入った圧縮ファイルからファイルを一時ディレクトリーに解
凍します。圧縮ファイルのディレクトリーを保持するようにしてください。
Packaging Utility のインストールに使用するインストール・ファイルがありま
す。

3. Packaging Utility インストール・ファイルを解凍したディレクトリーに変更し
て、インストール・プログラムを開始します。

4. install_win32.exe を実行します。

5. ワークステーションで IBM Installation Manager が検出されない場合は、これを
インストールするように求めるプロンプトが出され、インストール・ウィザード
が開始されます。ウィザードの画面上の指示に従って、Installation Manager のイ
ンストールを完了します。詳しくは、 20ページの『Installation Manager のイン
ストール』を参照してください。

6. Installation Manager のインストールが完了した場合、またはご使用のコンピュー
ターにすでにインストールされている場合は、Installation Manager が開始され、
「パッケージのインストール」ウィザードが自動的に開始されます。

IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 インストール・ガイド 65



7. 「パッケージのインストール (Install Packages)」ウィザードの画面上の指示に従
って、インストールを完了します。

Packaging Utility を使用してパッケージを HTTP サーバーにコ
ピー

HTTP サーバーにリポジトリーを作成する場合は、Packaging Utility を使用して
IBM Rational Application Developer および IBM Rational Developer for System z パ
ッケージをコピーする必要があります。

この方法では、IBM Rational Developer for System z インストール・イメージに含
まれる追加ソフトウェアはコピーされないことに注意してください。 IBM

Installation Manager を使用してインストールした IBM Rational Application

Developer および IBM Rational Developer for System z パッケージのみがコピーさ
れます。

また、Packaging Utility は、複数の製品パッケージおよびサービス更新を単一リポジ
トリー・ロケーションへ結合するためにも使用できます。詳しくは、『Packaging

Utility』オンライン・ヘルプを参照してください。

Packaging Utility でパッケージをコピーするには、以下を行います。

1. CD イメージからコピーする場合

a. IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer インストール CD 1 をディスク・ドライブに挿入します。

b. システムで自動実行が有効になっている場合は、IBM Rational Developer for

System z のランチパッド・プログラムが自動的にオープンします。ランチ
パッド・プログラムをクローズします。

2. Packaging Utility を開始します。

3. ユーティリティーのメインページで、「パッケージのコピー (Copy Package)」
をクリックします。「前提条件」ページが開き、2 つのオプションが提示され
ます。

v IBM Web からパッケージをダウンロードする (I will be downloading

packages from IBM Web)

v 他のソースからパッケージを入手する (I will be obtaining the packages from

other sources)

4. 「IBM Web からパッケージをダウンロードする (I will be downloading
packages from IBM Web)」をクリックします。

注: アクセス可能なリポジトリーをすでに定義済みの場合は、「他のソースか
らパッケージを入手する (I will be obtaining the packages from other

sources)」オプションを使用できます。

5. 「次へ」をクリックして、「ソース」ページに進みます。

6. リポジトリーを開くには、「リポジトリーを開く」をクリックします。「リポ
ジトリーのオープン (Open Repository)」ウィンドウが開きます。

7. リポジトリー・ロケーションを定義するには、「参照」をクリックして、リポ
ジトリー・ロケーションにナビゲートし、リポジトリー・ロケーションを選択
します。リポジトリー・ロケーションは、電子ディスク・イメージの入った共
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通ルート・ディレクトリー、または最初の製品インストール CD の入ったドラ
イブのいずれかです。例えば、Developer for System z ファイル (disk1、disk2

など) が C:¥My product¥unzip にある場合、このロケーションをリポジトリー
として定義する必要があります。

8. 「OK」をクリックして、リポジトリー・ロケーションを定義し、「リポジトリ
ー・ディレクトリーの参照 (Browse to a repository directory)」ウィンドウを閉
じます。

9. IBM Rational Application Developer 7.0.0.3 および IBM Rational Developer for

System z バージョン 7.1 パッケージをリポジトリーにコピーするように選択し
ます。

10. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。イン
ストールするように選択した各更新にご使用条件があります。「ライセンス」
パネルの左側にある各パッケージ名をクリックして、そのご使用条件を表示し
てください。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

11. 「宛先 (Destination)」ページで、「参照」ボタンをクリックして既存のリポジト
リー・ディレクトリーを選択するか、または製品を格納するための新規フォル
ダーを作成します。

12. 宛先リポジトリーを選択したら、「OK」をクリックして「ディレクトリーを参
照」ウィンドウを閉じます。定義したファイル・パスが、「宛先」ページの
「ディレクトリー (Directory)」フィールドにリストされます。

13. 「次へ」をクリックして、「要約 (Summary)」ページに進みます。「要約」ペ
ージには、宛先リポジトリーにコピーされる、選択したパッケージが表示され
ます。また、このページには、コピーが必要とするストレージ・スペース量
が、ドライブ上の使用可能スペースとともに表示されます。

14. 「コピー (Copy)」をクリックして、選択したパッケージを宛先リポジトリーに
コピーします。ウィザードの下部にステータス・バーが表示され、コピー・プ
ロセスの残り時間を示します。コピー・プロセスが終了すると、「完了
(Complete)」ページが開き、正常にコピーされたすべてのパッケージが表示され
ます。

15. 「完了 (Done)」をクリックして、Packaging Utility のメインページに戻りま
す。

これで、Packaging Utility を使用して IBM Rational Application Developer および
IBM Rational Developer for System z のインストール・ファイルがリポジトリーに
コピーされたため、Web サーバー上にリポジトリーを配置し、ディレクトリーおよ
びファイルを HTTP または HTTPS 経由で使用することが可能になります。(リポ
ジトリーは UNC ドライブに配置することもできます。)
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ライセンスの管理
インストールした製品およびカスタマイズしたパッケージのライセンスの管理は、
「ライセンスの管理」ウィザードおよび関連する「設定」ページを使用して行うこ
とができます。「ライセンスの管理」ウィザードは、インストールされたパッケー
ジごとに、ライセンス・タイプおよびライセンス有効期限の情報を表示します。

IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application Developer で
は、インストール後 60 日で試用期限満了する試用ライセンスをインストールしま
す。IBM Rational Developer for System z および IBM Rational Application

Developer の試用ライセンスをアップグレードする必要が生じます。これを行うに
は、これらの製品のインストール後に IBM Rational Developer for System z および
IBM Rational Application Developer アクティベーション・キット CD から製品アク
ティベーション・キットをインポートします。

ライセンスの使用可能化
アクティベーション・キット

製品アクティベーション・キットには、試用版 Rational 製品の永続ライセンス・キ
ーが含まれています。アクティベーション・キットの製品へのインポートは、IBM

Installation Manager を使用して行います。詳しくは、『IBM Rational Developer for

System z 製品アクティベーション・キットのインポート』 と 69ページの『IBM

Rational Application Developer 製品アクティベーション・キットのインポート』 を
参照してください。

インストール済みパッケージのライセンス情報の表示
インストール済みパッケージのライセンス情報は、ライセンス・タイプおよび有効
期限を含めて、IBM Installation Manager から確認することができます。

ライセンス情報を表示するには、以下を行います。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. 「メイン」ページで「ライセンスの管理」をクリックします。

パッケージ・ベンダー、現在のライセンス・タイプ、および有効期限は、インスト
ール済みパッケージごとに表示されます。

IBM Rational Developer for System z 製品アクティベーショ
ン・キットのインポート

IBM Rational Developer for System z をインストール後、製品アクティベーショ
ン・キットをインポートすることにより、 IBM Rational Developer for System z の
試用版ライセンスを永続ライセンスにアップグレードすることが必要になります。
アクティベーション・キットをインポートするには、IBM Installation Manager を使
用する必要があります。IBM Rational Developer for System z 製品アクティベーシ
ョン・キットは、IBM Rational Developer for System z and IBM Rational

Application Developer アクティベーション・キット CD にあります。アクティベー
ション・キットをインポートして、新しいライセンス・キーを有効にするには、以
下を行います。
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1. IBM Installation Manager を開始します。

2. 「メイン」ページで「ライセンスの管理」をクリックします。

3. 「パッケージのインストール」ページで、IBM Rational Developer for System z

パッケージを選択して、「製品イネーブルメント・キットのインポート」をクリ
ックします。

4. 「次へ」をクリックします。現在のライセンスの種類、およびライセンスの適用
されるバージョン範囲など、選択したパッケージの詳細が表示されます。

5. アクティベーション・キット CD の RDzlic.jar ファイルを参照します。「開
く」をクリックします。

6. 「次へ」をクリックします。「要約 (Summary)」ページに、アクティベーショ
ン・キットのターゲット・インストール・ディレクトリー、新規ライセンスの適
用される製品、およびバージョン情報が表示されます。

7. 「完了」をクリックします。

永続ライセンス・キーを含む製品アクティベーション・キットが製品にインポート
されます。「ライセンスの管理」ウィザードが、インポートが正常に終了したかど
うかを示します。

IBM Rational Application Developer 製品アクティベーション・
キットのインポート

IBM Rational Application Developer をインストール後、製品アクティベーション・
キットをインポートすることにより、IBM Rational Application Developer の試用版
ライセンスを永続ライセンスにアップグレードすることが必要になります。IBM

Rational Application Developer 製品アクティベーション・キットは、IBM Rational

Developer for System z and IBM Rational Application Developer アクティベーショ
ン・キット CD にあります。永続ライセンスをインストールするには、IBM

Installation Manager を使用してこのキットをインポートする必要があります。アク
ティベーション・キットをインポートして、新しいライセンス・キーを有効にする
には、以下を行います。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. 「メイン」ページで「ライセンスの管理」をクリックします。

3. 「パッケージのインストール」ページで、IBM Rational Application Developer を
選択して、「製品イネーブルメント・キットのインポート」をクリックします。

4. 「次へ」をクリックします。現在のライセンスの種類、およびライセンスの適用
されるバージョン範囲など、選択したパッケージの詳細が表示されます。

5. アクティベーション・キット CD の RADlic.jar ファイルを参照します。「開
く」をクリックします。

6. 「次へ」をクリックします。「要約 (Summary)」ページに、アクティベーショ
ン・キットのターゲット・インストール・ディレクトリー、新規ライセンスの適
用される製品、およびバージョン情報が表示されます。

7. 「完了」をクリックします。

永続ライセンス・キーを含む製品アクティベーション・キットが製品にインポート
されます。「ライセンスの管理」ウィザードが、インポートが正常に終了したかど
うかを示します。
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製品アクティベーション・キットのサイレント・インストール
製品アクティベーション・キットは、製品自体と同様にサイレントでもインストー
ルできます。唯一の相違は、製品アクティベーション・キットは圧縮リポジトリー
に保管されるため、IBM Installation Manager をポイントするリポジトリーは、ディ
レクトリーではなく圧縮リポジトリー・ファイルになることです。製品アクティベ
ーション・キットをインストールするために、IBM Installation Manager が使用する
応答ファイルを生成する必要があります。応答ファイルの記録、およびサイレン
ト・インストールの実行について詳しくは、 55ページの『サイレント・インストー
ル』を参照してください。応答ファイルを記録するときは、 68ページの『IBM

Rational Developer for System z 製品アクティベーション・キットのインポート』
および 69ページの『IBM Rational Application Developer 製品アクティベーショ
ン・キットのインポート』に記されている手順に従って、製品アクティベーショ
ン・キットをインポートしてください。その際のアクションは、応答ファイルに記
録されます。この記録は、Developer for System z および IBM Rational Application

Developer 製品アクティベーション・キットを他のシステムにサイレント・インスト
ールするために使用できます。

IBM Rational Developer for System z の開始
IBM Rational Developer for System z は、Windows デスクトップ環境またはコマン
ド行インターフェースから開始することができます。

v IBM Rational Developer for System z を Windows 「スタート」メニューから開
始するには、「スタート」>「プログラム」>「パッケージ・グループ名」>「IBM
Rational Developer for System z」->「IBM Rational Developer for System z」
をクリックします。

v IBM Rational Developer for System z をコマンド行から開始するには、<product

install directory>¥eclipse.exe -product

com.ibm.websphere.developer.systemz.ide と入力します。

インストール済み環境の変更
IBM Installation Manager の「パッケージの変更」を使用すると、フィーチャーを追
加または除去することによって、インストール済みパッケージの内容を変更できま
す。この機能は、IBM Installation Manager を使用してインストールされたパッケー
ジでのみ使用可能です。

インストール済み環境を変更するために、元のインストール・メディアおよび更新
メディアへのアクセスが必要になることがあります。詳しくは、Installation Manager

ヘルプ を参照してください。

注: 変更する前に、Installation Manager を使用してインストールされたすべてのプ
ログラムをクローズしてください。

注: Eclipse ロケーションまたは JVM を変更することはできません。

インストール済みパッケージを変更するには、以下を行います。

1. Installation Manager のメインパネルから、「パッケージの変更」アイコンをクリ
ックします。
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2. 「パッケージの変更」パネルで、変更するパッケージが入ったパッケージ・グル
ープを選択します。インストールされているパッケージを判別するためにヘルプ
が必要な場合は、 27ページの『現在システムにインストールされている内容の
判別』を参照してください。「次へ」をクリックして先に進みます。

3. 「言語」パネルで、追加または除去する言語を選択または選択解除し、「次へ」
をクリックします。

4. 「フィーチャー」パネルで、現在インストールされているフィーチャーが事前選
択されています。インストールする追加フィーチャーを選択するか、除去するイ
ンストール済みフィーチャーを選択解除します。選択が終了したら、「次へ」を
クリックして先に進みます。

5. インストール済み環境の変更を開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認
します。前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして
変更します。選択項目が適切である場合は、「変更」をクリックして、指定した
変更を行います。変更プロセスが開始され、進行標識にプロセスが完了したパー
センテージが示されます。

6. 「完了」ページに結果が表示されます。

7. 「ログ・ファイルの表示 (View Log File)」をクリックして、完全なインストー
ル・ログを表示します。

IBM Rational Developer for System z の更新
IBM Installation Manager を使用して、Installation Manager によってインストールさ
れたパッケージの製品更新および新規フィーチャーをインストールできます。

デフォルトでは、リポジトリー設定がシステムからアクセス可能なローカル更新リ
ポジトリーまたはネットワーク更新リポジトリーをポイントしている場合を除き、
インターネット・アクセスが必要です。詳しくは、Installation Manager ヘルプ を参
照してください。

注: 更新する前に、Installation Manager を使用してインストールされたすべてのプ
ログラムをクローズしてください。

パッケージ更新を検索およびインストールするには、以下を行います。

1. Installation Manager のメインパネルから、「更新の確認」をクリックします。

2. 「更新の確認」パネルで、変更するパッケージが入ったパッケージ・グループを
選択します。インストールされているパッケージを判別するためにヘルプが必要
な場合は、 27ページの『現在システムにインストールされている内容の判別』
を参照してください。すべてのパッケージを検査および更新する場合は、「すべ
て更新」チェック・ボックスを選択します。「次へ」をクリックして先に進みま
す。

3. Installation Manager は、インストール済みパッケージに使用可能な更新を、指定
されたリポジトリーで検索します。次のパネルに、検出された選択可能な更新の
リストが表示されます。

4. デフォルトでは、推奨される更新だけが表示されます。パッケージのすべての更
新を表示する場合は、「すべて表示」をクリックします。更新は、必要な依存関
係が事前選択された状態で表示されます。

5. インストールする更新を選択し、「次へ」をクリックします。
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6. 「ライセンス」パネルで、選択した更新のご使用条件をお読みください。インス
トールするように選択した各更新にご使用条件があります。「ライセンス」パネ
ルの左側にある各パッケージ名をクリックして、そのご使用条件を表示してくだ
さい。

a. すべてのご使用条件に同意する場合は、「同意する (I accept the terms of
the license agreements)」をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

7. 更新のインストールを開始する前に、「要約」パネルで選択項目を確認します。
前のパネルで選択した項目を変更する場合は、「戻る」をクリックして変更しま
す。インストールの選択項目が適切である場合は、「更新」をクリックして更新
をインストールします。更新のインストールが開始され、進行標識にインストー
ルが完了したパーセンテージが示されます。

8. 「完了」ページに結果が表示されます。

9. 「ログ・ファイルの表示 (View Log File)」リンクをクリックして、全インスト
ール・ログを表示します。

IBM Rational Developer for System z のアンインストール
Installation Manager の「アンインストール」オプションを使用すると、以前に
Installation Manager を使用してインストールされたパッケージをアンインストール
することができます。

パッケージをアンインストールするには、そのパッケージのインストールに使用し
た同一のユーザー・アカウントを使用して、システムにログインする必要がありま
す。アンインストール・プロセスを開始するには、以下のいずれかを行います。

v Windows の「プログラムの追加と削除」画面から、「IBM Rational Developer for

System z」(パッケージ・グループ名) を選択して、「削除」をクリックします。
これにより、IBM Installation Manager が起動します。

v Windows の「スタート」メニューから、「スタート」->「すべてのプログラ
ム」->「IBM Installation Manager」->「IBM Installation Manager」をクリック
します。

1. Installation Manager を使用してインストールしたすべてのプログラムをクローズ
します。

2. Installation Manager のメインパネルから、「パッケージのアンインストール」を
クリックします。

3. 「パッケージのアンインストール」パネルで、アンインストールするパッケージ
を選択します。「次へ」をクリックします。

4. 「パッケージ」ページで、アンインストールするパッケージを選択し、「次へ」
をクリックします。

5. 「要約」パネルで、アンインストールするために選択したパッケージを確認しま
す。何らかの変更を行う場合は、「戻る」をクリックします。アンインストー
ル・プロセスを開始するには、「アンインストール」をクリックします。

6. アンインストールが終了すると、「完了」パネルが表示されて結果が示されま
す。

7. 「完了」をクリックします。
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追加ソフトウェアのインストール
以下の追加ソフトウェアが IBM Rational Developer for System z に組み込まれてい
ます。

必要な System z サーバー・ツールのインストール
必要な System z サーバー・ツールのインストールの詳細は、「Developer for

System z Host Planning Guide」を参照してください。

IBM TxSeries for Multiplatforms のインストール
CICS(R) TxSeries for Multiplatforms にはローカル CICS 開発プラットフォームが用
意されているため、CICS プログラムの開発が可能です。

CICS TxSeries には専用のインストール資料のセットがあり、製品に同梱のディスク
に入っています。

IBM WebSphere Host Access Transformation Services (HATS) のイ
ンストール

HATS を使用すると、文字ベースの 3270 および 5250 ホスト・アプリケーション
の使いやすいグラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) を提供する、Web

およびリッチ・クライアント・アプリケーションを作成できます。

HATS には専用のインストール資料のセットがあり、製品に同梱のディスクに入っ
ています。

既知の問題および制限事項
このセクションでは、インストールおよびアンインストールにおける既知の問題と
制限事項について説明します。

製品の問題および制限事項の詳細については、IBM Rational Developer for System z

および IBM Rational Application Developer インストール CD 1 の Documents¥ja デ
ィレクトリーにある readme.html ファイルを参照してください。

Developer for System z に対する更新を検索するには、以下を行います。

1. 「スタート」メニューから IBM Installation Manager を開始します (「プログラ
ム」->「IBM Installation Manager」->「IBM Installation Manager」)。

2. 「クイック・スタート」パネルで「更新の検査 (Check for Updates)」をクリッ
クします。

3. 使用可能な更新のリストから必要なものを選択して、画面上の指示に従い、イン
ストールを行います。
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最後のインストール・パネルから Rational Developer 7.1 を開始
すると、TPFSHARE 環境変数エラーが発生する

v Rational Application Developer と Developer for System z を同時にインストール
すると、インストールの最後に表示される「完了」パネルに、「終了」をクリッ
クした後で Rational Application Developer 製品を起動するオプションが示されま
す。Developer for System z では、最初に製品を使用する前に、「終了」をクリ
ックして IBM Installation Manager を終了する必要があります。最後のインスト
ール・パネルから製品を開始すると、製品の開始時に、TPFSHARE 環境変数が設定
されていないことを示すエラー・メッセージが表示されます。このエラーを回避
するために、以下を行います。

1. 最後のインストール・パネルで、「Rational Application Developer の起動
(Launch Rational Application Developer)」をクリックしないでください。そう
ではなく、「なし」をクリックしてください。

2. 「完了」をクリックします。

3. Windows の「スタート」メニューから IBM Rational Developer for System z

製品を開始します。「スタート」>「すべてのプログラム」> 「パッケージ・
グループ名」 >「IBM Rational Developer for System z」>「IBM Rational
Developer for System z」を選択します。

最後のインストール・パネルから製品を起動して、TPFSHARE 環境変数が欠落して
いるというエラー・メッセージが表示された場合は、製品を即時にシャットダウ
ンして、Windows の「スタート」メニューから製品を再始動してください。「ス
タート」>「すべてのプログラム」> 「パッケージ・グループ名」 >「IBM
Rational Developer for System z」>「IBM Rational Developer for System z」を
選択します。

製品を再始動した後でも TPFSHARE 環境変数が欠落しているというエラー・メッ
セージが表示される場合は、新しいワークスペースを使用して製品を再始動して
ください。

IBM WebSphere Developer for zSeries バージョン 6.0.1 と
IBM Rational Developer for System z バージョン 7.1 のワー
クスペースの非互換性

v Rational Developer for System z 7.1 で使用されるワークスペースは、WebSphere

Developer for zSeries 6.0.1 との互換性がありません。WebSphere Developer for

zSeries 6.0.1 からのワークスペースを使用して Rational Developer for System z

7.1 を開始した場合、ご使用のワークスペースは Rational Developer for System z

7.1 で機能するようにマイグレーションされます。Rational Developer for System

z 7.1 更新をアンインストールして WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 ワーク
スペースの使用を継続する場合は、Rational Developer for System z をインストー
ルする前に、WebSphere Developer for zSeries 6.0.1 ワークスペースのバックアッ
プを行っておくべきです。

ユーザー権限
製品をインストールする場合、管理者でないと警告メッセージが表示されることが
あります。メッセージには、管理者以外のユーザーがインストールすると、一部の
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プログラムが正常に動作しない場合があることが表示されます。Developer for

System z のインストールを始める前に、管理者としてログオンする必要がありま
す。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-8711

東京都港区六本木 3-2-12

IBM World Trade Asia Corporation

Intellectual Property Law & Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Corporation P.O. Box 12195, Dept. TL3B/B503/B313

3039 Cornwallis Rd.

Research Triangle Park, NC 27709-2195U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
お客様は、IBM のアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠し
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たアプリケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかな
る形式においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布する
ことができます。

それぞれの複製物、サンプル・プログラムのいかなる部分、またはすべての派生的
創作物にも、次のように、著作権表示を入れていただく必要があります。

© (お客様の会社名) (西暦年). このコードの一部は、IBM Corp. のサンプル・プロ
グラムから取られています。 © Copyright IBM Corp. _年を入れる_. All rights

reserved.

プログラミング・インターフェース情報
プログラミング・インターフェース情報は、プログラムを使用してアプリケーショ
ン・ソフトウェアを作成する際に役立ちます。

一般使用プログラミング・インターフェースにより、お客様はこのプログラム・ツ
ール・サービスを含むアプリケーション・ソフトウェアを書くことができます。

ただし、この情報には、診断、修正、および調整情報が含まれている場合がありま
す。診断、修正、調整情報は、お客様のアプリケーション・ソフトウェアのデバッ
グ支援のために提供されています。

警告: 診断、修正、調整情報は、変更される場合がありますので、プログラミン
グ・インターフェースとしては使用しないでください。

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。

v AFS®

v AIX®

v CICS

v DB2

v DB2 Extenders™

v DB2 Universal Database™

v IBM

v IMS

v MVS™

v OS/390®

v OS/400®

v Passport Advantage

v S/390®

v System z

v VisualAge®

v WebSphere

v System z
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v zSeries®

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

Microsoft、 Windows、 Windows NT®、および Windows ロゴは、 Microsoft

Corporation の米国およびその他の国における商標です。

UNIX® は、The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

Linux® は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

Rational は、International Business Machines Corporation および Rational Software

Corporation® の米国およびその他の国における商標です。

Intel® および Pentium® は、Intel Corporation の米国およびその他の国における商標
です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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